
まちの総合情報誌
KUMIYAMA TOWN PUBLIC RELATIONS

/１

平成28年平成28年

No.958
9

■９月27日㈫は、敬老会でお楽しみください………… ②
■いきいきはつらつ人生………………………………… ④
■我が家の「防災力」いま一度チェックを！…………    ⑥
■いざという時のために覚えておきたい応急手当…    ⑧
■インフォメーション………………………………… ⑫
■特定健診・健康診査を受けましょう… ……………… ⑲

主な内容

ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
を
観
察

　
ゆ
う
ホ
ー
ル
主
催
の
「
身
近
な
野
鳥
観
察
会
」
が
、

8
月
13
日
、
伏
見
区
向
島
の
宇
治
川
左
岸
堤
防
で
行

わ
れ
、16
人
の
参
加
者
が
「
ツ
バ
メ
の
ね
ぐ
ら
入
り
」

を
観
察
し
ま
し
た
。

　
夕
暮
れ
ど
き
に
な
る
と
上
空
に
数
万
羽
の
ツ
バ
メ

が
集
ま
り
、
堤
防
を
な
め
る
よ
う
に
飛
ん
で
一
斉
に

宇
治
川
の
ヨ
シ
原
へ
入
っ
て
い
く
様
子
を
観
察
で

き
、
参
加
者
は
す
ぐ
横
を
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
飛
ん
で

い
く
ツ
バ
メ
の
姿
を
懸
命
に
追
っ
て
い
ま
し
た
。
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　任期満了に伴う久御山町長選挙
は、８月16日に立候補届け出を締
め切った結果、現職の信貴康孝氏 
(写真) のほかに立候補者がなく、

無投票で再選が決まりました。

　信貴氏は、平成19年４月から24年
５月まで町議会議員を務め、この間
23年５月から議長に就任。その後
24年８月の町長選で初当選し、今
期が２期目となります。

　

皆
さ
ん
の
健
康
と
長
寿
を
お
祝
い
し
て
、

今
年
も
「
敬
老
会
」
を
９
月
27
日
㈫
に
中
央

公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

　

記
念
式
典
の
後
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は
、

桂
福
團
治
の
落
語
、
吉
野
悦
世
の
演
歌
歌
謡

シ
ョ
ー
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
音
の
風
」

に
よ
る
音
楽
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
合
唱
や

体
操
）
も
あ
り
ま
す
。
入
場
に
年
齢
制
限
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
な
た
で
も
お
越
し
い
た
だ

け
ま
す
。

■
日
時
・
内
容

　

９
月
27
日
㈫　

午
後
１
時
30
分
～
４
時　

開
場
は
午
後
０
時
45
分

第
１
部 

式
典　

午
後
１
時
30
分
か
ら

第
２
部 

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

午
後
２
時
30
分

か
ら
。
開
始
時
間
は
、
第
１
部
の
進
行
状
況

号
車

発車
時刻 場  　所

1

12:30 新成田バス停
12:31 栄町バス停
12:34 西栄町バス停
12:37 久御山団地バス停ロータリー（南向き）
12:40 久御山団地南バス停（南向き）

2

12:30 佐古バス停(東向き)
12:35 垣内バス停(西向き)
12:40 佐山小学校前
12:45 工業団地(五差路南側)
12:52 下津屋バス停

3
12:35 林バス停
12:37 旧佐山東代バス停(ラーメン第一旭前)
12:39 佐山バス停

4

12:25 旧市田バス停(府道沿バス停車帯)
12:27 ㈲太陽自動車前
12:31 まちの駅イオン久御山店前
12:35 サークルＫ久御山森店前
12:36 旧御牧バス停　※
12:38 近協パレス停留所(のってこタクシー )
12:42 大橋辺公民館向かい側
12:45 北川顔バス停
12:48 藤和田バス停

5

12:25 相島停留所(のってこタクシー )
12:35 東一口 ローソン前（西側）
12:38 前川橋停留所(のってこタクシー)
12:39 旧桜並木口バス停
12:39 排水機場前停留所(のってこタクシー )
12:40 西一口停留所(のってこタクシー)
12:42 旧相島西バス停(南向き)　※
12:44 中島停留所(のってこタクシー )
12:46 坊之池停留所(のってこタクシー)

　

対
象
予
定
の
人
に
は
、
既
に
案
内
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
敬
老
会
に
は
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。
な
お
、
敬
老
会
に
参
加
で
き
な
い

人
は
、
後
日
自
宅
へ
送
付
し
ま
す
。

【
贈
呈
す
る
お
祝
い
の
品
】

★�

満
77
歳
、
満
88
歳
、
満
99
歳
…
１
万
円
相

当
の
品
物

★
最
高
齢
者
…
３
万
円
相
当
の
品
物

　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

に
よ
り
前
後
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
会
場
　

　

中
央
公
民
館

送
迎
バ
ス
を
運
行

　

敬
老
会
会
場
へ
は
、
右
表
の
と
お
り
臨
時

送
迎
バ
ス
を
運
行
し
ま
す
の
で
、
お
近
く
の

バ
ス
停
か
ら
ご
乗
車
く
だ
さ
い
。

　

長
年
社
会
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
高
齢
者

に
対
し
、
９
月
27
日
開
催
の
町
敬
老
会
で
お

祝
い
の
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

対
象
は
、
平
成
28
年
９
月
1
日
現
在
久
御

山
町
に
在
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に
１
年
以

上
登
録
さ
れ
て
い
る
満
77
歳
（
喜
寿
）、
満

88
歳
（
米
寿
）、
満
99
歳
（
白
寿
）
と
、
町

内
最
高
齢
の
人
で
す
。

米
寿
な
ど
特
別
高
齢
者
に

お
祝
い
の
品
贈
呈

９
月
27
日
㈫
は
、敬
老
会 

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い

※は旧バス停の屋根が目印です。
交通事情等により到着が遅れる場合があります。

■�臨時送迎バス発車時刻・場所一覧表

信貴康孝氏、無投票で再選
久御山町長選挙
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平
成
26
年
４
月
か
ら
消
費
税
率
が
引
き
上

げ
ら
れ
た
こ
と
に
対
し
、
所
得
の
少
な
い
人

へ
の
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
平
成
28
年
度

臨
時
福
祉
給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。

　

ま
た
、
一
億
総
活
躍
社
会
の
実
現
に
向

け
、賃
金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
所

得
の
少
な
い
年
金
受
給
者
（
障
害
・
遺
族
基

礎
年
金
受
給
者
）
を
支
援
す
る
た
め
、
年
金

生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
（
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金
）
を
支
給
し
ま
す
。

　

給
付
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。給
付
金
は
今
年
度
１
回
限
り
で
す
。

　

対
象
と
思
わ
れ
る
人
に
は
８
月
下
旬
に
申

請
書
等
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、申
請
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
必
要
書
類
を
添
付

の
う
え
、
同
封
の
返
信
用
封
筒
で
返
送
ま
た

は
、
役
場
住
民
福
祉
課
窓
口
へ
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
ゆ
う
ホ
ー
ル
窓
口
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ

ー
等
で
は
、
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
給
付
金
は
、
平
成
28
年
１
月

１
日
時
点
（
＝
基
準
日
）
で
、
住
民
票
の
あ

る
市
町
村
か
ら
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
基
準

日
以
降
に
久
御
山
町
に
転
入
し
た
人
は
、
転

入
前
の
市
町
村
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金

　

支
給
要
件
／
平
成
28
年
度
分
の
町
民
税
が

非
課
税
の
人
（
課
税
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

人
や
生
活
保
護
の
受
給
者
等
を
除
く
） 

支
給

額
／
１
人
に
つ
き
３
，０
０
０
円
（
１
回
限
り
）

■
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金

　

支
給
要
件
／
平
成
28
年
度
臨
時
福
祉
給
付

金
の
支
給
対
象
者
の
う
ち
、
障
害
基
礎
年
金

や
遺
族
基
礎
年
金
を
受
給
し
て
い
る
人
（
高

齢
者
向
け
給
付
金
の
受
給
者
を
除
く
） 

支
給

額
／
１
人
に
つ
き
３
０
，０
０
０
円
（
１
回
限
り
）

■
申
請
書
類

　

①
申
請
書
②
申
請
内
容
確
認
書
類
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
、
運
転
免
許
証
、
旅
券
等
の

写
し
）
③
振
込
先
金
融
機
関
口
座
確
認
書

類
（
預
金
通
帳
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
等
の

写
し
）　

④
年
金
受
給
者
向
け
給
付
金
の
場

合
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
が
確
認

で
き
る
書
類
（
年
金
証
書
、
年
金
額
改
定
通

知
書
等
の
写
し
）　

※
平
成
27
年
度
に
同
内

容
で
臨
時
福
祉
給
付
金
を
受
給
さ
れ
た
場
合

は
、
②
③
の
書
類
は
不
要
で
す
。

■
申
請
期
限

　
　

平
成
29
年
３
月
１
日
㈬
ま
で

■
給
付
金
の
受
け
取
り

　

申
請
に
基
づ
く
審
査
の
後
、
10
月
初
旬
か

ら
ご
指
定
の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
通

常
、
申
請
か
ら
１
～
２
か
月
後
に
振
り
込
み

ま
す
が
、
申
請
が
集
中
し
た
場
合
は
遅
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
申
請
・
問
合
せ

　

住
民
福
祉
課
へ

　

※
制
度
に
関
す
る
問
合
せ
は
、
厚
生
労
働

省　

給
付
金
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０ 

（
０
３
７
）
１
９
２
へ★

Ｑ　

自
分
が
町
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
、
ど
う
す
れ
ば
分
か
り
ま
す
か
。

Ａ　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
町
民

税
が
課
税
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

・�
ご
自
身
の
給
与
支
給
明
細
書
の
「
町
民

税
」
の
項
目
に
課
税
額
が
記
載
さ
れ
て

い
る
場
合
。

　

・�

ご
自
宅
等
に
送
付
さ
れ
た
平
成
28
年
度

町
民
税
納
税
通
知
書
に
課
税
額
が
記
載

さ
れ
て
い
る
場
合
。

�

「
臨
時
福
祉
給
付
金
」
の

〝
振
り
込
め
詐
欺
”
や
〝
個
人
情
報

の
詐
欺
”
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

町
や
厚
生
労
働
省
な
ど
を
か
た
っ
た
不
審

な
電
話
や
郵
便
が
あ
っ
た
場
合
は
、
役
場
や

警
察
署
（
ま
た
は
警
察
相
談
専
用
電
話
＃
９

１
１
０
）
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

臨
時
福
祉
給
付
金
と
、
障
害
・
遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け

給
付
金
の
申
請
受
付
を
始
め
ま
し
た

臨時福祉給付金等対象者診断チャート 基準日は、平成28年１月１日です。
（このチャートは、あくまで一般的な場合を想定しています。）

臨時福祉給付金の
支給対象者となる
可能性がありま
す。（３千円）

臨時福祉給付金

生活保護を受
けていますか。

平成28年度分の
町民税が課税され
ている人に生活の
面倒を見てもらっ
ていますか。

平成28年度分の
町民税は課税され
ていますか。

いいえ いいえ いいえ

※�保護基準の改正で消費税
の負担に対応します。

対象ではありません。
対象ではありません。

はい
はいはい

障害・遺族基礎年金
を受給している場合
（高齢者向け給付金受
給者を除く）（３万円）

年金受給者向け給付金
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年
を
と
っ
て
も
い
つ
ま
で
も
楽
し
く
元
気
で
い
た
い
。
私
た
ち
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

町
内
に
は
そ
ん
な
元
気
な
人
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

9
月
19
日
の
「
敬
老
の
日
」
を
前
に
、
日
々
明
る
く
、
い
き
い
き
・
は
つ
ら
つ
と
暮
ら
し
て

い
る
人
生
の
先
輩
を
訪
ね
て
み
ま
し
た
。

　

開
口
一
番
、「
両
親
に
元
気
な

体
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
い
つ

も
感
謝
し
て
暮
ら
し
て
い
ま

す
」
と
田
口
さ
ん
。
障
害
者
の

通
所
事
業
所
「
和
音
く
み
や
ま

作
業
所
」
等
を
運
営
す
る
久
御

山
福
祉
会
の
理
事
長
を
務
め
る

か
た
わ
ら
、
毎
朝
、
御
牧
小
学

校
の
通
学
路
に
立
ち
、
子
ど
も

の
安
全
を
見
守
っ
て
お
ら
れ
ま

す
。「
子
ど
も
の
顔
を
見
て
挨
拶

を
か
わ
す
こ
と
で
元
気
を
も
ら

っ
て
い
ま
す
」
と
に
こ
や
か
に
語
る
表
情

は
、
若
々
し
く
輝
い
て
い
ま
す
。

　

作
業
所
に
は
、
毎
月
５
～
６
日
程
度
顔
を

出
し
、
通
所
者
か
ら
は
「
嗣
郎
さ
ん
」
と
気

安
く
呼
ば
れ
る
な
ど
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰

囲
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。
田
口
さ
ん
も
「
純

　
「
み
ん
な
で
和
気
あ

い
あ
い
と
演
奏
を
楽

し
み
た
い
」
と
、
月

２
回
荒
見
苑
で
大
正

琴
サ
ー
ク
ル
の
講
師

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

元
々
音
楽
が
好
き

だ
っ
た
大
島
さ
ん

は
、
子
ど
も
も
大
き

く
な
っ
て
慌
た
だ
し

い
生
活
が
一
段
落
し

た
60
代
前
半
に
大
正

琴
と
出
会
い
、
以

粋
・
む
く
な
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ
教
え
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
う
れ
し
そ
う
で
す
。

　
「
細
か
い
こ
と
を
気
に
か
け
ず
、
食
事
も

何
で
も
お
い
し
く
楽
し
く
い
た
だ
き
ま
す
。

特
に
晩
酌
は
毎
日
の
楽
し
み
。
一
番
の
ス
ト

レ
ス
解
消
で
す
」
と
明
る
く
笑
わ
れ
ま
す
。

来
、
美
し
い
音
色
に
魅
せ
ら
れ
、
す
っ
か
り

と
り
こ
に
。「
弾
い
て
い
る
と
い
や
な
こ
と
が

あ
っ
て
も
忘
れ
て
熱
中
で
き
ま
す
。
大
正
琴

を
通
じ
て
た
く
さ
ん
の
お
友
達
が
で
き
ま
し

た
」
と
、
今
で
は
生
活
の
一
部
に
。

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
福
祉
施
設
や
地
域
の

サ
ロ
ン
、
小
学
校
な
ど
か
ら
の
依
頼
も
多
く
、

年
間
20
回
以
上
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
演
奏
活
動

に
。「
良
か
っ
た
と
い
っ
て
い
た
だ
く
と
、
み

ん
な
大
満
足
。
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
」。
昨
年

は
東
京
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
の
グ
ル
ー
プ
演

奏
会
に
出
場
。
今
年
は
琵
琶
湖
ホ
ー
ル
で
開
催

さ
れ
、
練
習
に
も
一
段
と
熱
が
こ
も
り
ま
す
。

い
き
い
き 

は
つ
ら
つ
人
生

い
き
い
き 

は
つ
ら
つ
人
生

人
間
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。
育
て
て
い
た

だ
い
た
多
く
の
方
に
『
お
返
し
』
の
人
生
を

田
口
嗣
郎
さ
ん
（
83
歳
・
相
島
）

大正琴を通じて多くの人と友達に。
音色の美しさ広めていきたい

大島喜代子さん（82歳・林）

▲これからは「お返しの人生」。笑顔も若々
しい田口さん

▲大好きな大正琴を弾く大島さん
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「
20
年
来
、
内
科
的
な
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
、
元
気
あ

ふ
れ
る
信
貴
さ
ん
。
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と

が
な
い
と
言
い
ま
す
。

　

奥
様
を
10
年
ほ
ど
前
に
亡
く
さ
れ
ま
し
た

が
、「
し
ょ
ん
ぼ
り
し
て
い
て
も
仕
方
な
い
」

と
、
気
持
ち
は
い
つ
も
前
向
き
。
自
転
車
で

買
い
物
に
行
き
、
料
理
、
洗
濯
、
掃
除
な
ど

す
べ
て
自
分
で
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
手
紙
、

写
真
、
絵
画
、
菊
づ
く
り
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　

町
の
役
職
歴
も
豊
富
で
、
民
生
児
童
委
員

27
年
の
う
ち
会
長
13
年
、
体
育
指
導
委
員
28

年
な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
あ
り
ま
せ
ん
。
現

在
も
御
牧
小
学
校
運
営
協
議
会
会
長
を
務
め

て
お
ら
れ
ま
す
。

　

レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
、
昔
懐
か
し
い
童
謡
や

唱
歌
か
ら
歌
謡
曲
、
演
歌
、
ジ
ャ
ズ
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
な
ど
幅
広
く
こ
な
し
、
最
近
の
若

い
人
の
曲
も
、「
こ
の
曲
、
弾
い
て
み
よ
う
」

と
、
す
ぐ
に
挑
戦
す
る
こ
と
も
。「
色
ん
な
曲

な
ど
、「
何
で
も
や
っ
て
み
よ
う
」
と
好
奇
心

旺
盛
。「
じ
っ
と
し
て
い
る
こ
と
が
嫌
い
。
テ

レ
ビ
を
ゆ
っ
く
り
見
る
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
」
と
屈
託
の
な
い
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
「
歩
こ
う
会
」
の
役
員
を
務
め
、
定

例
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
で
は
、
旗
を
持
っ
て
先

導
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協

会
の
会
員
で
も
あ
り
、
協
会
主
催
の
ウ
オ
ー

ク
は
毎
回
、
15
㌔
以
上
の
「
健
脚
コ
ー
ス
」

に
参
加
。
２
年
前
に
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協

会
か
ら
３
，0
0
0
㌔
達
成
の
記

録
認
定
を
受
け
、
４
，0
0
0
㌔

達
成
も
間
も
な
く
で
す
。

　

元
気
の
秘
訣
を
お
尋
ね
す
る

と
「
み
ん
な
に
聞
か
れ
る
の
で

す
が
、
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し
い

て
言
え
ば
、
規
則
正
し
い
生
活
と

何
で
も
食
べ
る
こ
と
で
す
ね
。
そ

れ
と
運
動
。
止
ま
っ
た
ら
ダ
メ
で

す
」。
毎
朝
６
時
起
床
、
10
時
就

寝
で
朝
ま
で
快
眠
。「
人
生
を
楽
し

む
」
の
言
葉
が
ぴ
っ
た
り
の
信
貴

さ
ん
で
す
。

　
「
い
ろ
ん
な
役
を
し
て
皆
さ
ん
に
育
て
て

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
今
の
自
分
が
あ
り
ま

す
。
だ
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
『
お
返
し
の
人

生
』
で
す
。
人
は
一
人
で
生
き
ら
れ
ま
せ
ん

か
ら
」
と
謙
虚
に
話
さ
れ
ま
す
。

が
弾
け
る
大
正
琴
を
多
く
に
人
に
知
っ
て
い

た
だ
き
。
い
つ
ま
で
も
愛
さ
れ
る
よ
う
、
続

け
て
行
き
た
い
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
ぜ

ひ
と
も
行
っ
て
み
た
い
」
と
語
る
表
情
は
い

き
い
き
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。

人
生
、
止
ま
っ
た
ら
ダ
メ
。
15
㌔
以
上
の

ウ
ォ
ー
ク
コ
ー
ス
で
健
脚
ぶ
り
発
揮

信
貴
文
明
さ
ん
（
93
歳
・
佐
山
）

じっとしているのが嫌い。
頼られる組ひも教室講師

小嶋茂子さん（90歳・相島）

こ
と
に
。「
こ
こ
に
来
て
若
い
人
と
お
し
ゃ
べ

り
し
な
が
ら
過
ご
す
時
間
が
楽
し
い
。
元
気

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話
す
小

嶋
さ
ん
。
生
徒
さ
ん
を
教
え
に
回
る
足
取
り

も
軽
快
そ
の
も
の
。「
分
か
ら
な
か
っ
た
ら
す

ぐ
先
生
に
聞
い
て
し
ま
い
ま
す
。
頭
の
回
転
も

速
く
頼
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
生
徒
さ
ん
。

　

昨
年
ま
で
自
ら
車
の
運
転
も
。
じ
っ
と
し

て
い
る
の
が
嫌
い
で
、
組
ひ
も
の
講
師
の
ほ

か
荒
見
苑
で
は
、
木
目
込
み
人
形
、
う
た
ご

え
サ
ー
ク
ル
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
に
も
所
属

し
、
週
に
１
日
は
顔
を
出
し
て
い
ま
す
。

　
「
足
が
少
し
痛
い
ほ
か
は
、
体
は
い
た
っ

て
健
康
。
好
き
嫌
い
せ
ず
、
何
で
も
食
べ
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
来
た
ら
、

元
気
で
1
0
0
歳
を
迎
え
た
い
」
と
穏
や
か

な
笑
顔
で
語
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

８
月
に
90
歳
を
迎

え
た
小
嶋
さ
ん
は
、

今
も
月
に
２
回
荒
見

苑
の
組
ひ
も
サ
ー
ク

ル
で
約
20
人
の
生
徒

さ
ん
を
教
え
て
お
ら

れ
ま
す
。

　

元
来
、
手
先
仕
事

が
好
き
だ
っ
た
小
嶋

さ
ん
は
、
い
つ
ま
で

も
元
気
で
い
る
た
め

に
年
を
と
っ
て
か
ら

も
で
き
る
趣
味
を
持
た
な
け
れ
ば
と
、
50
歳

を
過
ぎ
て
か
ら
組
ひ
も
教
室
に
通
い
始
め
、

師
範
の
免
状
を
取
得
す
る
ま
で
に
。
初
め
は
自

分
だ
け
の
趣
味
と
思
っ
て
始
め
た
の
が
、
荒

見
苑
か
ら
依
頼
さ
れ
、
講
師
を
引
き
受
け
る

▲荒見苑で組ひもを教える小嶋さん

▲自作のカレンダーとともに笑顔の信貴さん
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日
本
各
地
で
自
然
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
4
月
に
は
熊
本
地
震
が
発
生
し
、

そ
の
後
も
余
震
が
長
引
き
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
台
風
や
集
中
豪
雨
に
よ

る
災
害
も
頻
発
し
て
お
り
、
災
害
は
、
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
9

月
1
日
は
「
防
災
の
日
」、
8
月
30
日
～
9
月
5
日
ま
で
は
「
防
災
週
間
」
で
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て
来
る
」
―
こ
の
教
訓
を
、
い
ま
一
度
心
に
刻
み
、

我
が
家
の
「
防
災
力
」
を
も
う
一
度
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
、
災
害
用
伝
言
ダ

イ
ヤ
ル
や
災
害
用
伝
言
板
な
ど
の
連
絡
手
段

を
決
め
、
使
い
方
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

▼
災
害
時
の
連
絡
方
法
や
避
難
場
所
の
確

認
を
す
る
…
避
難
場
所
の
確
認
を
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。避
難
場
所
は
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

や
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

避
難
す
る
と
き
は

　

ま
ず
、
自
分
や
家
族
の
安
全
を
確
認
し
て

く
だ
さ
い
。
そ
し
て
、
な
る
べ
く
隣
近
所
の

知
り
合
い
・
友
人
な
ど
と
協
力
し
合
い
な
が

ら
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

水
害
時
に
は
、
周
囲
の
状
況
を
確
認
し
、

外
に
出
る
と
危
な
い
と
判
断
し
た
と
き
は
上

層
階
な
ど
、
高
い
所
へ
避
難
し
て
く
だ
さ

い
。

災
害
に
つ
い
て 

家
族
で
話
し
合
お
う

　

災
害
時
に
は
、
家
族
全
員
の
協
力
が
必
要

で
す
。
そ
の
た
め
に
日
頃
か
ら
防
災
に
つ
い

て
次
の
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

▼
一
人
ひ
と
り
の
役
割
分
担
を
決
め
る
…

い
ざ
と
い
う
時
、
誰
が
何
を
す
る
か
を
決
め

て
お
く
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
が
い
る
場
合

は
、
誰
が
支
援
す
る
か
も
話
し
合
い
を
。

　

▼
家
の
中
の
危
険
箇
所
を
チ
ェ
ッ
ク
…
家

具
の
転
倒
や
落
下
す
る
も
の
は
な
い
か
な
ど

事
前
に
チ
ェ
ッ
ク
と
対
策
を
。

　

▼
連
絡
方
法
を
決
め
る
…
災
害
は
、
家
族

全
員
が
そ
ろ
っ
て
い
る
時
に
起
き
る
と
は
限

り
ま
せ
ん
。
地
震
な
ど
の
大
き
な
災
害
が
発

生
す
る
と
、
被
災
地
へ
の
電
話
が
殺
到
し
、

回
線
が
大
変
混
雑
し
て
、
つ
な
が
り
に
く
く

非
常
持
出
品
・ 

備
蓄
品
の
準
備
を

　

次
の
非
常
持
出
品
・
備
蓄
品
の
参
考
リ
ス

ト
を
も
と
に
家
族
構
成
に
合
わ
せ
て
準
備
し

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
期
的
に
食
品
の
賞
味

期
限
や
電
化
製
品
の
故
障
が
な
い
か
チ
ェ
ッ

ク
し
ま
し
ょ
う
。

非
常
持
出
品  �
避
難
時
に
持
ち
出
す
最
小
限

の
必
需
品

□
ヘ
ル
メ
ッ
ト
・
防
災
ず
き
ん
…
落
下
物
か

ら
頭
を
守
る
た
め
の
必
需
品
。
必
ず
人
数

分
を
用
意

□
懐
中
電
灯

□
携
帯
ラ
ジ
オ
と
予
備
電
池

□
非
常
食
…
乾
パ
ン
や
ア
ル
フ
ァ
化
米
な
ど

火
を
通
さ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
も
の

□
水
…
持
ち
運
び
に
便
利
な
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

入
り

□
貴
重
品
…
貯
金
通
帳
、
健
康
保
険
証
、
印

鑑
、
免
許
証
な
ど
。
現
金
は
紙
幣
だ
け
で

な
く
公
衆
電
話
用
の
10
円
玉
も
便
利

□
救
急
医
療
品
…
キ
ズ
薬
、
ば
ん
そ
う
こ

う
、
か
ぜ
薬
な
ど
の
常
備
薬
が
あ
れ
ば
忘

れ
ず
に

□
生
活
用
品
…
衣
類
、
軍
手
、
ナ
イ
フ
、
缶

い
ま
、大
地
震
が
起
き
た
ら
自
分
と
家
族
を
守
れ
ま
す
か

我
が
家
の
「
防
災
力
」
い
ま
一
度
チ
ェ
ッ
ク
を
！

▲４月に発生した熊本地震では多くの家屋が倒壊
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切
り
、
ラ
イ
タ
ー
、
簡
易
ト
イ
レ
な
ど

非
常
備
蓄
品  �

災
害
復
旧
ま
で
自
足
で
き
る

も
の
（
3
～
7
日
分
）

□
非
常
食
…
そ
の
ま
ま
食
べ
ら
れ
る
か
、
簡

単
な
調
理
で
食
べ
ら
れ
る
も
の
。
し
ょ
う

油
や
味
噌
な
ど
の
調
味
料
も
準
備
し
て
お

□
工
具
類
…
救
出
活
動
に
使
え
る
ス
コ
ッ
プ

・
ノ
コ
ギ
リ
・
バ
ー
ル
な
ど

避
難
情
報
の
伝
達
方
法

　

災
害
時
の
避
難
情
報
等
は
、
ラ
ジ
オ
、
テ

レ
ビ
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広
報
車
、
緊

く
と
便
利

□
水
…
飲
料
水
は
1
人
1
日
3
リ
ッ
ト
ル
と

生
活
用
水

□
生
活
用
品
…
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
と
ガ
ス
ボ

ン
ベ
、
毛
布
、
衣
類
、
ト
イ
レ
ッ
ト
ぺ
ー

パ
ー
、
生
理
用
品
な
ど

　

久
御
山
町
と
宇
治
市
、
京
都
府
宇
治
警
察

署
が
相
互
に
連
携
し
て
、
住
民
が
安
全
・
安

心
を
よ
り
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
、
8
月
10
日
、
宇
治
市
の

ゆ
め
り
あ
う
じ
で
「
宇
治
・
久
御
山　

安
全

・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
定
」
が
締
結
さ
れ
ま

し
た
。

　

町
で
は
従
来
か
ら
住
民
の
安
全
・
安
心
を

守
る
た
め
、
個
別
に
ま
た
は
連
携
し
て
各
種

施
策
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
協
定

は
、
町
と
警
察
と
が
よ
り
緊
密
に
連
携
を
図

り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
各
種
施
策
を
推
進
し

て
、
住
民
の
安
全
・
安
心
を
よ
り
強
固
に
す

る
た
め
、
自
治
体
と
警
察
の
ト
ッ
プ
が
共
通

の
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
て
、
情
報
交
換
や
協

議
、
検
討
な
ど
を
よ
り
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
お

う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

協
定
に
よ
り
協
働
で
推
進
し
て
い
く
取
り

組
み
は
、
▼
犯
罪
予
防
▼
交
通
安
全
▼
災
害

対
策
▼
国
際
化
へ
の
対
応
▼
高
齢
者
へ
の
対

応
▼
子
ど
も
へ
の
対
応
な
ど
で
す
。

　

締
結
式
に
は
、
信
貴
康
孝
久
御
山
町
長
、

山
本
正
宇
治
市
長
、
得
田
史
朗
宇
治
警
察
署

長
が
出
席
し
、
協
定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
信
貴
町
長
は
挨
拶
で
「
凶
悪
犯
罪

の
発
生
や
巨
大
地
震
の
恐
れ
、
テ
ロ
や
高
齢

者
・
児
童
虐
待
な
ど
様
々
な
事
件
が
起
き
て

い
ま
す
。
協
定
の
締
結
に
よ
り
、
相
互
の
連

携
を
深
め
、
地
域
住
民
の
安
全
・
安
心
が
よ

り
強
固
に
な
る
も
の
と
大
変
心
強
く
感
じ
て

い
ま
す
」
と
述
べ
、
得
田
署
長
も
「
最
大
限

に
機
能
を
発
揮
し
て
、
安
全
・
安
心
に
全
力

を
尽
く
し
た
い
」
と
力
強
く
挨
拶
を
し
ま
し

た
。

住
宅
耐
震
改
修
の 

固
定
資
産
税
減
額

  

平
成
30
年
3
月
31
日
ま

で
に
、
建
築
基
準
法
に
基

づ
く
現
行
の
耐
震
基
準
に

適
合
す
る
よ
う
住
宅
の
改

修
工
事
を
す
る
と
、
翌
年

度
分
の
固
定
資
産
税
が
1
2
0
平
方
㍍
を
上

限
と
し
て
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
・
省

エ
ネ
改
修
工
事
等
に
よ
る
減
額
と
同
時
に
は

適
用
で
き
ま
せ
ん
。

■
要
件
／
▼
昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建

て
ら
れ
た
住
宅
で
、
過
去
に
こ
の
制
度
を

適
用
し
た
こ
と
の
な
い
も
の
▼
工
事
費
が

50
万
円
を
超
え
る
も
の

■
必
要
書
類
／
▼
耐
震
基
準
に
適
合
し
た
工

事
で
あ
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
（
町
ま
た

は
建
築
士
等
が
発
行
）
▼
耐
震
改
修
に
要

し
た
費
用
を
証
す
る
書
類

■
申
請
方
法
／
耐
震
改
修
後
３
か
月
以
内
に

必
要
書
類
を
添
え
て
、
税
務
課
へ
申
請
し

て
く
だ
さ
い

問
合
せ
／
税
務
課

急
速
報
メ
ー
ル
、
自
治
会
に
設
置
し
て
い
る

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
よ
り
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
注
意
や
警
戒
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
に
注
意
し
、
速
や
か
に
避

難
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
／
総
務
課

久
御
山
町
と
警
察
が
ス
ク
ラ
ム

安
全
・
安
心
、
よ
り
強
固
に

 

宇
治
・
久
御
山 

安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り
協
定 

▲

安
全
・
安
心
に
向
け
、
信
貴
町
長
（
左
）
と

山
本
宇
治
市
長
（
右
）、
得
田
宇
治
警
察
署
長 

（
中
央
）
が
が
っ
ち
り
握
手



8まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年9月1日

9
月
4
日
㈰ 

救
急
フ
ェ
ア

　

救
急
医
療
や
救
急
車
の
正
し
い
利
用

方
法
、
救
急
業
務
等
に
つ
い
て
理
解
・

認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
救
急
フ

ェ
ア
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
4
日
㈰ 

午
前
９
時
30

分
～
11
時
30
分　

場
所
／
イ
オ
ン
モ
ー

ル
久
御
山
１
階
憩
い
の
広
場　

内
容
／

救
急
車
の
展
示
、
救
急
啓
発
チ
ラ
シ
・

啓
発
グ
ッ
ズ
の
配
布
、
京
都
岡
本
記
念

病
院
と
合
同
で
、
心
肺
蘇
生
法
の
説
明

・
実
技
指
導
な
ど　

問
合
せ
／
消
防
本

部

居
合
わ
せ
た
人
の
応
急
手
当
で 

救
命
の
可
能
性
が
2
倍
に

　

け
が
や
病
気
の
中
で
も
最
も
重
と
く
で
緊

急
を
要
す
る
も
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま

っ
て
し
ま
っ
た
場
合
で
す
。
心
筋
梗
塞
や
脳

卒
中
な
ど
は
何
の
前
触
れ
も
な
く
起
こ
る
こ

と
が
あ
り
、
プ
ー
ル
で
溺
れ
た
り
、
喉
に
餅

を
詰
め
た
り
、
け
が
で
大
出
血
し
た
り
…
。

直
前
ま
で
元
気
に
し
て
い
た
の
に
、
突
然
、

心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ

り
ま
す
。

　

心
臓
と
呼
吸
が
止
ま
っ
て
か
ら
時
間
の
経

過
と
と
も
に
救
命
の
可
能
性
は
急
激
に
低
下

し
ま
す
が
、
救
急
車
を
待
つ
間
に
、
居
合
わ

せ
た
人
が
心
肺
蘇
生
な
ど
を
行
う
と
救
命
の

可
能
性
が
2
倍
程
度
に
向
上
す
る
こ
と
が
分

か
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
27
年
に
町
の
救
急
車
の
出
動
件
数
は

1
，1
9
0
件
あ
り
ま
し
た
。こ
の
う
ち
到
着

時
に
心
肺
停
止
の
事
案
は
32
件
発
生
し
て
い

ま
す
。
町
で
は
、
1
1
9
番
通
報
が
あ
っ
て

か
ら
救
急
車
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
平
均

し
て
６
分
近
く
か
か
り
ま
す
。
救
急
車
が
来

る
ま
で
手
を
こ
ま
ね
い
て
い
て
は
、
助
か
る

命
も
助
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
応
急
手
当
て
を
行

う
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

命
を
つ
な
ぐ
救
命
の
連
鎖

　

事
故
や
病
気
で
急
変
し
た
人
を
救
命
し
、

社
会
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
一
連
の
流

れ
を
「
救
命
の
連
鎖
」
と
い
い
ま
す
。
救
命

の
連
鎖
の
一
つ
目
は
心
停
止
の
予
防
、
二
つ

目
は
心
停
止
の
早
期
認
識
と
通
報
、
三
つ

目
は
一
次
救
命
措
置
（
心
肺
蘇
生
と
Ａ
Ｅ

Ｄ
）、
四
つ
目
は
救
急
救
命
士
や
医
師
に
よ

る
高
度
な
救
命
治
療
を
意
味
す
る
二
次
救
命

措
置
と
心
拍
再
開
後
の
集
中
治
療
で
す
。

　

こ
の
4
つ
の
輪
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、

素
早
く
つ
な
が
る
こ
と
で
救
命
効
果
が
高
ま

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

覚
え
て
お
き
た
い
応
急
手
当

 

救
急
車
の
到
着
ま
で
に
で
き
る
こ
と 

●
9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

私
た
ち
は
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
突
然
け
が
を
し
た
り
病
気
に
襲
わ
れ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

な
か
で
も
心
臓
や
呼
吸
が
止
ま
っ
た
人
を
救
う
に
は
、
救
急
車
が
来
る
ま
で
の
間
に
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
速
や
か
に
心
肺
蘇
生
な
ど
の
応
急
手
当
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

9
月
4
日
か
ら
10
日
ま
で
の
一
週
間
は
「
救
急
医
療
週
間
」、
9
日
は
「
救
急
の
日
」
で
す
。

消
防
本
部
で
は
期
間
中
、
救
命
講
習
会
や
救
急
フ
ェ
ア
な
ど
を
行
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
応
急
手
当
の
知
識
と
技
術
を
身
に
つ
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▲いざという時のために覚えておきたい応急手当（普通救命講習会）
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り
ま
す
。
そ
し
て
最
初
の
三
つ
は
現
場
に
居

合
わ
せ
た
人
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

応
急
手
当
の
方
法

■
心
肺
蘇
生
法

　

事
故
な
ど
で
傷
病
者
が
心
肺
停
止
状
態
に

な
っ
た
場
合
、
現
場
に
居
合
わ
せ
た
人
は
、

救
急
車
が
来
る
ま
で
に
速
や
か
に
心
肺
蘇
生

な
ど
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
は
次
の
手
順
で
行
い
ま
す
。

①
周
囲
の
安
全
を
確
保
す
る

②
傷
病
者
に
近
づ

　

き
、
反
応
（
意
識
）

　

を
確
認
す
る
（
写

　

真
❷
）

③
傷
病
者
に
反
応
が

　

無
け
れ
ば
、
大
声

　

終
戦
記
念
日
の
8
月
15
日
、
役
場
庁
舎
前

の
平
和
都
市
宣
言
記
念
碑
前
で
、
住
民
や
町

議
会
議
員
、
町
職
員
ら
約
1
1
0
人
が
参
列

し
て
平
和
祈
念
集
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

正
午
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に
戦
没
者
に
黙

祷
を
捧
げ
た
後
、
信
貴
町
長
が
平
和
都
市
宣

言
文
を
朗
読
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
庁
舎
1

階
ロ
ビ
ー
へ
移
動
し
、
町
長
の
挨
拶
に
続
い

て
、
7
月
21
、
22
日
の
両
日
に
小
中
学
生
広

島
派
遣
に
参
加
し
た
東
角
小
6
年
の
齋
藤
佑

麿
さ
ん
が
「
犠
牲
に
な
っ
た
多
く
の
命
の
た

め
に
も
、
今
の
平
和
を
守
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
」
と
広
島
で
の
体

験
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と
を
発
表
。
最
後
に

フ
ル
ー
ト
デ
ュ
オ
に
よ
る
ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー

ト
が
行
わ
れ
、
参
列
者
は
恒
久
平
和
へ
の
思

い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

で
助
け
を
呼
ぶ

④
1
1
9
番
通
報
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外

式
除
細
動
器
）
を
現
場
に
届
け
て
も
ら
う

よ
う
、
協
力
を
求
め
る

⑤
呼
吸
を
見
る
…
胸
と
腹
の
動
き
を
し
っ
か

り
見
る
。
呼
吸
の
確
認
は
10
秒
以
内
で
行

う
よ
う
に

⑥
胸
骨
圧
迫
を
30
回
（
写
真
❻
）

⑦
人
工
呼
吸
を
2
回
（
で
き
な
い
場
合
は
省

略
可
）（
写
真
❼
）

　

※
⑥
⑦
を
絶
え
間
な
く
続
け
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

　

平
成
16
年
7
月
か
ら
、
一
般
の
人
で
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

町
内
に
は
、
い
ざ
と
い
う
時
の
救
命
に
役

立
て
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
小
・
中
学
校

や
幼
稚
園
、
ゆ
う
ホ
ー

ル
な
ど
公
共
施
設
20
か

所
の
ほ
か
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
に
も
Ａ

Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
操
作
は
、
電
源
を
入
れ
る
と
音

声
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
点
滅
す
る
ラ
ン
プ
で
ガ
イ

ド
さ
れ
る
の
で
、
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
ど
お
り

に
行
え
ば
、
一
般
の
人
で
も
簡
単
に
操
作
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
傷
病
者
の
近
く
に
置
き
、
電
源

を
入
れ
る

②
パ
ッ
ド
を
貼
る
…
傷
病
者
の
衣
服
を
取

り
除
き
、
胸
を
は
だ
け
て
パ
ッ
ド
を
貼
り

ま
す
。
貼
る
位
置
は
パ
ッ
ド
に
図
で
表
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
貼
り
付
け
る
と
き
は
皮

膚
が
ぬ
れ
て
い
な
い
か
、
貼
り
薬
が
な
い

か
、
医
療
器
具
が
胸
に
埋
め
込
ま
れ
て
い

な
い
か
な
ど
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
コ
ネ
ク
タ
ー
を
指
定
さ
れ
た
場
所
に
差
し

込
む
…
機
械
が
心
電
図
を
解
析
し
、
電
気

シ
ョ
ッ
ク
が
必
要
な
場
合
は
、
自
動
的
に

充
電
し
ま
す
。
こ
の
と
き
、
必
ず
自
分
と

周
り
の
人
も
離
れ
、
傷
病
者
に
触
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

④
心
肺
蘇
生
の
再
開
…
電
気
シ
ョ
ッ
ク
を
行
っ

た
ら
、
直
ち
に
胸
骨
圧
迫
を
再
開
し
ま

す
。

問
合
せ
／
消
防
本
部

9
月
11
日
㈰ 

普
通
救
命
講
習

　

心
肺
蘇
生
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
な
ど
の
応
急
手

当
は
、
一
度
講
習
を
受
け
て
お
く
と
、

い
ざ
と
い
う
時
に
心
強
い
も
の
で
す
。

町
消
防
本
部
で
は
、
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ
の
使
用
法
、
止
血
方
法
な
ど
を
習

得
し
て
い
た
だ
く
「
普
通
救
命
講
習
」

（
講
習
時
間
3
時
間
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
11
日
㈰　

午
前
9
時
～

正
午
ま
で
の
3
時
間　

場
所
／
役
場
5

階
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

内
容
／

応
急
手
当
の
重
要
性
・
必
要
性
、
心
肺

蘇
生
法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細

動
器
）
の
取
扱
い
方
法
及
び
止
血
法
な

ど　

※
講
習
修
了
者
に
は
、
修
了
証
を

交
付　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

者　

定
員
／
先
着
30
人　

申
込
・
問
合

せ
／
電
話
で
消
防
本
部
へ

　

※
こ
の
日
以
外
で
も
住
民
や
事
業
所

の
皆
さ
ん
で
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

恒
久
平
和
に
思
い
を
新
た  

平
和
祈
念
集
会 

❻

❼

❷

▲平和都市宣言文を朗読
する信貴町長



10まちの総合情報誌  広報  くみやま 平成28年9月1日

い
き
い
き
ホ
ー
ル
の 

く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室

　

初
心
者
で
も
安
心
し
て
ご
参
加
い

た
だ
け
る
ス
ト
レ
ッ
チ
を
中
心
と
し

た
教
室
か
ら
、
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
、
ボ

ー
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
全
16
種
類
の
教
室
を
開

催
。
目
的
に
合
わ
せ
て
、
様
々
な
教
室
か
ら
選
ん
で

い
た
だ
け
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
、
体
力
づ
く
り
や
健

康
づ
く
り
、
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

日
時
／
９
月
27
日
㈫
～
12
月
18
日
㈰
。
毎
日
３
～

５
教
室
開
催　

対
象
／
町
内
在
住
、
40
歳
以
上
で
継

続
し
て
参
加
で
き
る
人　

定
員
／
各
教
室
10
～
15

人
（
定
員
を
超
え
る
教
室
は
抽
選
）　

費
用
／
60
歳

以
上=

１
回
１
０
０
円
、
60
歳
未
満=

１
回
２
０
０

円　

申
込
・
問
合
せ
／
９
月
11
日
㈰
午
後
４
時
ま
で

に
い
き
い
き
ホ
ー
ル
へ

☆
く
み
や
ま
い
き
い
き
教
室
紹
介

◆
ゆ
っ
た
り
ス
ト
レ
ッ
チ

　

け
が
の
予
防
や
疲
労
回
復
、
姿
勢
改
善
な
ど
幅
広

い
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ゆ
っ
く
り
と
全
身
を
ほ

ぐ
し
健
康
的
な
体
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。
ゆ
っ
く
り

と
自
分
の
ペ
ー
ス
で
行
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
サ
ロ
ン

　

町
で
は
、
家
に
ひ
き
こ
も
り
が

ち
で
心
の
健
康
に
不
安
の
あ
る
人

を
対
象
に
、
仲
間
と
交
流
し
な
が

ら
ゆ
っ
く
り
と
過
ご
し
て
い
た
だ
く
サ
ロ
ン
を
毎
月

開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

日
時
と
内
容
／
９
月
２
日
㈮ 

午
前
11
時
～
午
後

２
時=

料
理
作
り
、
９
月
16
日
㈮ 

正
午
～
午
後
３

時=

カ
ラ
オ
ケ
や
ゲ
ー
ム　

場
所
／
中
央
公
民
館　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

　

自
殺
予
防
週
間
は
、
自
殺
や
精
神
疾

患
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を
普
及
啓

発
し
、
こ
れ
ら
に
対
す
る
偏
見
を
な
く

し
て
い
く
と
と
も
に
、
命
の
大
切
さ
や

自
殺
の
危
険
を
示
す
サ
イ
ン
、
ま
た
、

危
険
に
気
付
い
た
時
の
対
応
方
法
等
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
設
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
殺
は
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
身
近

な
問
題
で
す
。
も
し
あ
な
た
が
悩
み
を

抱
え
て
い
る
な
ら
、
ま
た
、
あ
な
た
の

家
族
や
周
り
の
人
に
、
い
つ
も
と
様
子

が
違
う
な
…･

と
感
じ
ら
れ
る
人
が
い

た
ら
、
思
い
切
っ
て
相
談
し
て
み
ま
せ

ん
か
。

■
相
談
窓
口

○
京
都
府
自
殺
ス
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

　

�

☎
０
５
７
０（
７
８
３
）７
９
７
（
月

～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午
後
８

時
。
年
末
年
始
・
祝
日
を
除
く
）

○
京
都
い
の
ち
の
電
話

　

�

☎
０
７
５（
８
６
４
）４
３
４
３
（
年

中
無
休
、
24
時
間
）

110番消費生活消費生活 vol.214

消費者がホームページやＳＮＳ
などで「健康に良い」「有名女優も
使用」「初回無料」などとうたう広
告を見て、商品を申し込んだとこ
ろ、実際は定期購入契約だったと
いうトラブルが急増しています。

定期購入をめぐるトラブルで
は、消費者が自主的に停止手続を
しないと自動で定期購入へ切り替
わってしまうという相談のほか、
消費者の認識が「お試し」「１回だ
け」でありながら、実際には定期
購入契約になっているという相談
が多く寄せられています。

また、解約を申し出ようとした
ところ、「事業者へ電話がつながら
ない」「初回だけ支払えばよいと思
っていたのに事業者から通常価格
を請求された」という相談もみら
れます。

【相談事例】
▼サプリメントを初回お試し価格

として購入。体に合わず解約を申し
出たが、定期購入だとして拒否され
た▼通信販売でお試し価格500円の
健康食品を注文した。一度限りだと
思ったが２回目が届いた。解約した
いが電話がつながらない▼通信販売
で青汁を注文したら定期コースだっ
た。毎月商品が届くが中止し返品し
たい▼SNSで知った化粧品の無料
お試しを注文したら定期購入になっ
た。解約したい。

【相談事例からみる問題点】
▼定期購入である旨の表示が分か

りにくい▼解約はできない旨の表示
が分かりにくい▼解約を申し出たと
ころ、通常価格を請求される▼事業
者への解約の申し出が困難

通信販売で「お試し価格」「初回無

料」などをうたった健康食品、化
粧品、飲料の定期購入に関する相
談は年々増加傾向にあり、昨年度
の相談件数は、５年前に比べて10
倍以上に増えています。

契約内容や解約条件をよく確認
し、安易に注文や申込をしないよ
うにしましょう。

★
万が一、トラブルに巻き込まれ

たら、一人で悩まず京都府消費生
活安全センター☎075（671）0004、
京都府山城広域振興局商工労働観
光室☎0774 

（21）2103、
ま た は、 役
場産業課へ
ご相談くだ
さい。

「お試し価格」「初回無料」などの通販

悩みを抱え込まず
相談しましょう

自殺予防週間
９月 10 日～ 16 日
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今
月
の

  

テ
ー
マ

      

図
書

お
り
が
み
の
会

　

図
書
館
で
は
「
お
り
が
み
の
会
」
を

開
催
し
ま
す
。
み
ん
な
で
、
折
り
紙
を

折
っ
て
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

　

日
時
／
９
月
17
日
㈯　

午
後
２
時
30

分
～
３
時　

場
所
／
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ル
ー
ム　

対
象
／
３
歳

以
上
～
大
人
。
申
込
不
要

男
女
共
同
参
画 

標
語
・
愛
称
を
募
集

　

町
で
は
、
男
女
が
お
互

い
に
認
め
あ
い
、
思
い
や

り
を
も
っ
て
、
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
け
る
社
会
（=

男
女
共
同
参
画
社
会=

）
を

表
現
し
た
標
語
を
募
集
し

ま
す
。
家
事
、
育
児
、
介
護
な
ど
、
身

近
な
テ
ー
マ
で
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
個

性
的
な
作
品
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
策
定
の
『
久
御
山

町
第
２
次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
』
に

つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
親
し
み
や
す

い
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

　

選
ば
れ
た
人
に
記
念
品
を
贈
り
ま
す
。

　

募
集
期
間
／
９
月
１
日
㈭
～
30
日
㈮　

対
象
／
①
中
学
生
の
部
②
一
般
の

部
（
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
、
在
勤
で

高
校
生
以
上
の
人
）　

応
募
方
法
／
ゆ

う
ホ
ー
ル
、
中
央
公
民
館
、
役
場
１
階

総
合
受
付
及
び
総
務
課
に
備
え
付
け
の

応
募
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
（
中

学
生
は
学
校
名
）、
電
話
番
号
を
記
入

し
総
務
課
へ
提
出
（
郵
送
、
メ
ー
ル

可
）　

問
合
せ
／
総
務
課

ずんずん！
山本　一力／著　中央公論新社

　お客の一大事を救った牛乳宅配
の纏（まとい）ミルク。玉枝はそ
の仕事ぶりに感激し、ある提案を
する。牛乳から広がる現代人情話。

水戸黄門　天下の副編集長
月村 了衛／著　徳間書店

　「国史」編さんが進まず業を煮
やす黄門さま。責任者覚兵衛と顧
問の介三郎を連れて、原稿集めの
旅に出る痛快時代小説。

なきむしこぞう
今村 葦子／さく　理論社

　扱いのひどさにぬいぐるみ達は
家出を実行。しかしあの子が泣い
ていると知り、胸がしめつけられ
てしまい…。

あおのじかん
イザベル・シムレール／文・絵

　　　　　岩波書店
　日が沈んでから夜がおとずれる
までのひととき「あおのじかん」。
生き物たちは思い思いにその美し
い時間を過ごす。

図 書 館図
TO
書
SHO 館

KA
NTO

SHO

KA
N

新着図書の紹介

〈開館時間〉
火〜金曜日：
午前 9時 30分〜

午後 7時
土・日・祝日：
午前 9時 30分〜

午後 5時

大
好
き
！

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

　

今
月
は
「
敬
老
の
日
」
に
ち
な
ん
で
、

「
大
好
き
！　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
」
を
テ
ー
マ
に
お
す
す
め
の

本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

 

オ
ス
ス
メ
本

孫
と
私
の
小
さ
な
歴
史

�

佐
藤
愛
子
／
著　

文
藝
春
秋

　

作
家
・
佐
藤
愛
子
が
、
孫
・
桃
子
と

扮
装
姿
で
撮
っ
た
年
賀
状
用
写
真
を
公

開
。
ト
ト
ロ
に
コ
ギ
ャ
ル
、
生
首
、
葬

式
…
。
20
年
分
の
撮
影
秘
話
も
収
録
。

マ
マ
と
パ
パ
も
喜
ぶ
い
ま
ど
き
の

幸
せ
孫
育
て

�

ぼ
う
だ
あ
き
こ
・
岡
本
喜
代
子
／
著 

�

家
の
光
協
会

　

最
新
の
育
児
の
常
識
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
の
渡
し
方
、
孫
と
楽
し
む
遊
び
な

ど
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

に
な
っ
た
ら
知
っ
て
お
き
た
い
孫
育

て
の
コ
ツ
。

お
ー
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
き
ら
き
ら（
児
童
書
）

�
 

た
か
ど
の
ほ
う
こ
／
さ
く 

福
音
館
書
店

　

お
ー
ば
あ
ち
ゃ
ん
っ
て
魔
法
使
い
み

た
い
。
だ
っ
て
、
お
ー
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

チ
イ
ち
ゃ
ん
に
お
話
し
て
く
れ
る
と
、

な
ん
だ
か
不
思
議
な
事
が
あ
る
ん
で
す
。

ぼ
く
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん

（
児
童
書
）

�

マ
ル
タ･

ア
ル
テ
ス
／
作　

Ｂ
Ｌ
出
版

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
時
々
さ
み
し
く
な

っ
た
り
、
僕
の
こ
と
を
忘
れ
て
し
ま
っ

た
り
す
る
。
で
も
ね
、
ぎ
ゅ
っ
と
抱
き

し
め
れ
ば
大
丈
夫
！

●

す
で
日
館
休
は

     1 2 3

 4 5 6 7 8 9 10

 11 12 13 14 15 16 17

 18 19 20 21 22 23 24

 25 26 27 28 29 30 

日 月　　　火　　　水　　　木　　　金　　　土

９月の図書館スケジュール
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点
字
入
門
講
座

　

町
と
城
陽
市
で
は
、
目

の
不
自
由
な
人
へ
の
情
報

提
供
の
手
段
と
し
て
、
文

字
や
文
章
を
点
字
に
翻
訳
す
る
入
門
講

座
（
初
級
）
を
開
き
ま
す
。

　

日
時
／
10
月
11
日
～
平
成
29
年
３
月
28
日

の
毎
月
第
２
・
４
火
曜
日
。
全
12
回
。
午
前

10
時
～
正
午　

場
所
／
城
陽
市
立
福
祉
セ
ン

タ
ー
第
１
会
議
室　

対
象
／
初
め
て
点
字
を

学
ぶ
人
（
高
校
生
以
上
）　

費
用
／
無
料　

定
員
／
先
着
15
人　

申
込
・
問
合
せ
／
10
月

５
日
㈬
ま
で
に
住
民
福
祉
課
へ
。
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
可高

齢
者
世
帯
交
流
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
に
お
住

ま
い
の
高
齢
者
世
帯
や
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
を
対
象
に
交
流
会
を
開
き
ま
す

　

日
時
／
９
月
23
日
㈮ 

午

前
10
時
15
分
～
午
後
１
時

50
分　

場
所
／
役
場
５
階

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル　

内
容
／
輪
投
げ
、
会
食
、
高
齢
者
が
対
象
と

な
る
犯
罪
に
つ
い
て
の
話
（
宇
治
警
察
署
）　

参
加
費
／
５
０
０
円　

申
込
／
９
月
５
日
㈪

ま
で
に
地
域
の
民
生
児
童
委
員
ま
た
は
同
協

議
会
へ　

問
合
せ
／
同
協
議
会

傾
聴
（
話
し
相
手
）
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
〝
こ
こ

ろ
〟
で
は
、
独
居
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
が
増

え
て
い
る
中
で
、
傾
聴
（
話
し
相
手
）
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る
人
に
集
ま
っ
て
い

た
だ
き
、
地
域
の
高
齢
者
や
介
護
者
の
話
し

相
手
に
な
る
た
め
の
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
28
日
㈬ 

午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
視

聴
覚
室　

講
師
／
八
幡
市
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー
プ
「
よ
り
そ
い
」
代
表 

北
川
幸

二
さ
ん　

定
員
／
30
人　

費
用
／
無
料　

主

催
／
町
社
会
福
祉
協
議
会　

申
込
・
問
合
せ

／
９
月
16
日
㈮
ま
で
に
同
協
議
会
へ

傾
聴
サ
ロ
ン
〝
こ
こ
ろ
〟
始
め
ま
す

　

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
〝
こ
こ

ろ
〟
で
は
、
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス
「
チ
エ
さ
ん
」

で
傾
聴
サ
ロ
ン
を
行
い
ま
す
。

　

傾
聴
と
は
本
人
や
、
介
護
者
の
お
話
を
聴

か
せ
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
、

ご
自
身
が
話
す
こ
と
で
気
が
楽
に
な
り
、
気

持
ち
が
す
っ
き
り
す
る
「
こ
こ
ろ
の
援
助
活

動
」
で
す
。
皆
さ
ん
も
傾
聴
を
体
験
し
み
ま

せ
ん
か
。
申
込
不
要
で
す
。

　

日
時
／
毎
月
第
３
木
曜
日　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　

場
所
／
ほ
っ
と
ハ
ウ
ス

「
チ
エ
さ
ん
」（
ゆ
う
ホ
ー
ル
角
の
信
号
交
差

点
を
北
へ
約
30
㍍
）　

対
象
／
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
人
、
高
齢
者
世
帯
、
介
護
し

て
い
る
人　

申
込
・
問
合
せ
／
町
社
会
福
祉

協
議
会
へ

ふ
く
ろ
う
隊
研
修
会

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
の
見
守

り
活
動
の
充
実
を
目
的
に
、「
ふ
く
ろ
う
隊
研

修
会
」
を
２
回
に
分
け
て
開
催
し
ま
す
。
日

々
の
「
さ
り
げ

な
い
見
守
り
活

動
」
に
生
か
し

て
い
た
だ
け
る

内
容
で
す
。

　

対
象
／
ふ
く

ろ
う
隊
員
、
見

守
り
活
動
に
関

心
の
あ
る
人　

申
込
・
問
合
せ

／
９
月
９
日
㈮

ま
で
に
同
協
議

会
へ

あ
そ
び
の
広
場

　

町
民
生
児
童
委
員
協
議

会
で
は
、
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
の
子
育
て
を
応
援
す

る
「
あ
そ
び
の
広
場
」
を

開
き
ま
す
。
ゲ
ー
ム
な
ど

を
し
て
遊
び
ま
し
ょ
う
。
申
込
不
要
で
す
。

　

日
時
／
９
月
23
日
㈮　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
視
聴
覚

室　

対
象
／
町
内
在
住
で
就
学
前
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者　

問
合
せ
／
住
民
福
祉
課

催
し
・
募
集

実施日時・内容
回 日時 場所 内　　容

1 ９月16日
㈮

ゆうホール２階
交流ホール

消費者トラブル
とみんなの見守
り

2 ９月21日
㈬

役場５階コンベ
ンションホール

介護保険とみん
なの見守り

時間は、いずれも午後１時30分～ 3時30分

（有料広告）

インフォメーション
nformation

まちの
耳寄
り情
報局
♪

2016 9 September



久
御
山
町
島
田
ミ
ス
ノ
38
番
地

久
御
山
町
役
場

　総
務
課

「
エ
コ
ー
ラ
イ
ン
」係
行

つ
な
が
る
心 

み
な
ぎ
る
活
力 

京
都
南
に
「
き
ら
め
く
」
ま
ち

　〜 

夢
い
っ
ぱ
い

　

　

 

　コ
ン
パ
ク
ト
タ
ウ
ン 

　
　
　
　
　
　

 

く
み
や
ま 

〜

山 折 り

山 

折 

り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

山 

折 

り

料金受取人払郵便

差出有効期間
平成30年7月
31日まで

郵便切手は
いりません

山城八幡局
承　認

756

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

あ
な
た
の
ご
意
見

住民の皆さんが町政に対して、どの
ようにお考えになり、何を望んでおら
れるか、的確につかんでまちづくりに
反映していくため、「エコーライン」や
「電子メール」などで、具体的で建設的
なご意見やご提案、ご要望などをお聴
きしています。
寄せられたご意見やご要望は、総務
課で受付して、町長が拝見するととも
に、担当部署へ回覧して、今後の町政に
活かすよう努めています。
ご意見の内容により、回答が必要な
ものについては、できる限り回答させ
ていただくとともに、「広報くみやま」
に掲載させていただくことがあります
(個人が特定されるような掲載はしま
せん）。



谷 折 り

谷 

折 

り

の
り
し
ろ

の
り
し
ろ

のりしろ

キ
リ
ト
リ
線

お
と
こ
ろ

お
な
ま
え

☎

キ
リ
ト
リ
線

キ
リ
ト
リ
線

谷 

折 

り

〒（　　 －　　　）

フリガナ

【久御山町の広聴制度】
■エコーライン
　住民の皆さんの声を町政に反映させる
ための専用の用紙です。右の封筒になる
部分を切り取ってお使いください。料金
受取人払郵便になっていますので、切手
を貼らないで、そのままお近くの郵便ポ
ストに投函できます。
■エコーポスト
　次の公共施設に「エコーポスト」を設け
て住民の皆さんからのご意見やご要望を
お聞きしています。用紙の指定はありま
せんが、住所・氏名・電話番号をご記入
ください。
＜エコーポスト設置公共施設＞
・久御山町役場
・ふれあい交流館ゆうホール
・中央公民館
・総合体育館
・老人福祉センター荒見苑
・子育て支援センターあいあいホール
・健康センターいきいきホール
・御牧・佐山・宮ノ後の各町立保育所
・御牧・佐山・東角の各町立幼稚園
・まちの駅クロスピアくみやま
■電子メール
　久御山町ホームページのトップページ
にある「町政へのご意見」から送信できま
す。
　上記フォームのほか、直接、下記アドレ
スに、「ご意見・ご要望の内容」「氏名」「住
所」「電話番号」を記入の上送信していた
だくこともできます。
　somu@town.kumiyama.lg.jp
■町政モニター
　町内在住または在勤で20歳以上の人
からモニターを公募して、アンケート形
式で町政に対するご意見をお聞きしてい
ます。

問合せ／総務課
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ス
キ
ッ
プ
広
場

　

保
育
所
の
遊
戯
室
や
園
庭
に
親
子
が
気
軽

に
集
ま
っ
て
、
一
緒
に
遊
び
な
が
ら
子
育
て

の
情
報
交
換
や
交
流
を
し
ま
す
。
校
区
に
関

係
な
く
、
ど
の
保
育
所
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
申
込
は
い
り
ま
せ
ん
。

　

日
時
／
９
月
６
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

場
所
／
御
牧
・

佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

内
容
／
園
庭
開
放　

対

象
／
町
内
在
住
の
乳
幼

児
と
そ
の
保
護
者　

持

ち
物
／
着
替
え
・
水
筒　

問
合
せ
／
各
保
育
所

お
も
ち
ゃ
病
院
（
お
も
ち
ゃ
の
修
理
）

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
「
お
も
ち
ゃ
病
院
」
で
は
、
子
ど
も

の
お
も
ち
ゃ
の
修
理
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
10
日
㈯ 

午
前
10
時
～
正

午
（
修
理
受
付
は
午
前
11
時
ま
で
）　

場
所

／
あ
い
あ
い
ホ
ー
ル　

修
理
費
／
無
料
。
部

品
交
換
が
必
要
な
場
合
は
要
実
費　

申
込
／

予
約
不
要
。
当
日
会
場
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い　

そ
の
他
／
も
の
に
よ
り
修
理
で
き
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
使
わ
な
く
な
っ
た
動
く
お
も

ち
ゃ
を
再
利
用
し
ま
す
の
で
、
寄
附
を
お
受

け
し
て
い
ま
す　

問
合
せ
／
同
協
議
会

�

ひ
と
り
親
家
庭
を
応
援
す
る

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
子
ど
も
や
親
が
気
軽
に

集
ま
れ
る
場
所
を
つ
く
っ
て
遊
び
や
学
習
、

ご
飯
づ
く
り
な
ど
を
し
て
ひ
と
り
親
家
庭
の

応
援
を
し
ま
す
。
都
合
の
良
い
時
間
か
ら
の

出
席
で
も
結
構
で
す
。

　

日
程
／
左
表　

対
象
／
町
内
の
ひ
と
り
親

家
庭
の
小
学
生
と
そ
の
保
護
者　

定
員
／
10

人　

参
加
費
／
無
料
。
た
だ
し
夕
食
材
料
費

１
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
町
母
子
寡
婦 

（
さ
つ
き
）会　

南
る
り
江
さ
ん
☎
０
７
７
４ 

（
４
５
）０
２
８
４
（
午
後
６
時
～
９
時
）

�
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト　

日
本
遺
産 
流
れ
橋
と
浜
台
の

「
浜
茶
」
を
味
わ
う

　

日
本
遺
産
に
認
定
さ

れ
た
「
流
れ
橋
と
浜
台

の
『
浜
茶
』
を
味
わ
う

と
題
し
た
ウ
ォ
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　

京
阪
淀
駅
を
出
発
し
、
豊
臣
秀
吉
が
築
堤

し
た
「
大
池
堤
」
跡
を
散
策
し
、
日
本
遺
産

に
認
定
さ
れ
た
佐
山
浜
台
の
茶
園
を
ガ
イ
ド

と
と
も
に
巡
り
ま
す
。
久
御
山
の
水
出
し
碾て

ん

茶
と
茶
団
子
の
試
食
も
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
休
憩
場
所
で
は
久
御
山
町
農

産
物
直
売
所
「
旬
菜
の
里
」
が
、
久
御
山
産

野
菜
な
ど
の
物
産
を
販
売
し
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
29
日
㈭ 

午
前
９
時
～
午
後　

０
時
30
分　

行
程
／
京
阪
淀
駅
集
合
→
大
藤

神
社
→
光
福
寺
→
大
池
堤
跡
→
く
み
や
ま
遺

跡
展
示
室
→
佐
山
浜
台
の
茶
園
（
日
本
遺

産
）
解
散
。
約
４
㌔
の
ウ
ォ
ー
ク　

定
員
／

先
着
30
人　

参
加
費
／
３
０
０
円
（
当
日
徴

収
）　

申
込
・
問
合
せ
／
９
月
１
日
㈭
～
21

日
㈬
に
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
メ
ー
ル
で

産
業
課
へ
。
※
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
京
街
道

・
淀
川
左
岸
地
域
連
携
会
議
に
参
画
す
る
枚

方
市
、
寝
屋
川
市
、
八
幡
市
、
宇
治
市
、
久

御
山
町
が
ウ
ォ
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
を
リ
レ
ー
で

企
画
し
実
施
す
る
も
の
で
す
。

く
み
や
ま
商
工
会
フ
ェ
ス
タ

　

町
商
工
会
で
は
、
町
内
の
商
工
業
者
や
住

民
の
皆
さ
ん
に
、
町
商
工
会
の
活
動
や
会
員

企
業
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
く
み
や
ま
商
工

会
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
ま
ち
久
御
山
を
知
っ
て
い

た
だ
く
色
々
な
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
10
月
23
日
㈰ 

午
前
10
時
～
午
後

３
時　

場
所
／
町
商
工
会
館
と
役
場
敷
地
内　

内
容
／
商
工
会
Ｐ
Ｒ
・
会
員
展
示
コ
ー
ナ

ー
、
模
擬
店
、
即
売
会
、
お
茶
の
京
都
博
Ｐ

Ｒ
、
体
験
型
イ
ベ
ン
ト
、
京
都
府
警
察
音
楽

隊
・
カ
ラ
ー
ガ
イ
ド
隊
、
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

な
ど　

問
合
せ
／
町
商
工
会
☎
０
７
５（
６ 

３
１
）６
５
１
８

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
会
社
（
求
人
）
説
明
会

　

町
で
は
、
町
商
工
会
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
宇

治
と
連
携
し
て
、「
求
人
を
希
望
す
る
事
業

所
」
と
「
働
き
た
い
人
」
と
を
マ
ッ
チ
ン
グ

す
る
会
社
説
明
会
（
求
人
説
明
会
）
を
毎
月

第
３
水
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
の
参
加
事
業
所
は
、
㈱
カ
イ
ト
シ
ス

テ
ム
（
人
材
派
遣
業
）、
フ
ジ
モ
ト
運
輸
㈱

（
一
般
貨
物
運
輸
業
）、
㈲
明
進
サ
ー
ビ
ス

（
倉
庫
管
理
業
）、
㈲
Ｐ.

Ｃ.

Ｗ
Ｉ
Ｌ
Ｌ
（
総

合
衛
生
管
理
業
）
で
す
。

　

日
時
／
９
月
21
日
㈬　

午
後
２
時
～
４
時　

場
所
／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま
２
階　

問
合

せ
／
産
業
課

（有料広告）

区分 水曜開催 金曜開催

月日

9月7日、14日
21日、28日
10月5日、12日、
19日、26日

9月2日、9日、16
日、23日、30日
10月7日、14日、
21日、28日

時間 午後4時30分～ 8時30分

場所 ほっとハウス「チエさん」

内容 遊び、学習サポート、 
夕食づくり

ほっとハウス「チエさん」は、ゆうホー
ル角の信号のある交差点を北へ約30㍍
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�

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
の
教
室
＆

城
南
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
講
座

　

対
象
／
府
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人　

申

込
／
受
付
開
始
日
以
降
に
受
講
料
を
持
参
の

上
、
実
施
す
る
会
館
・
セ
ン
タ
ー
へ
（
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵
送
不
可
）　

問
合
せ
／
府
立

城
南
勤
労
者
福
祉
会
館
・
城
南
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー
（
宇
治
市
伊
勢
田
町
新
中
ノ
荒

21
‐
８
）
☎
０
７
７
４（
４
６
）０
６
８
８
、 

０
７
８
０

ク
ロ
ス
ピ
ア
で
農
産
物
直
売
「
福
菜
市
」

　

山
城
地
域
の
障
害
者
就
労
支
援
事
業
所
等

が
合
同
で
野
菜
な
ど
の
直
売
会
「
福
菜
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
障
害
の
あ
る
人
が
一
生
懸

命
育
て
た
新
鮮
な
野
菜
を
用
意
し
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
10
日
㈯　

午
前
11
時
～
午
後

３
時　

※
毎
月
第
２
土
曜
日
に
開
催　

場
所

／
ク
ロ
ス
ピ
ア
く
み
や
ま　

販
売
商
品
／
季

節
の
野
菜
、
加
工
品
、
焼
き
菓
子
な
ど　

主

催
・
問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所
福
祉

室
☎ 

０
７
７
４（
２
１
）２
１
９
３

ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
教
室
（
秋
期
）

　

町
卓
球
協
会
で
は
、
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
の
基

本
的
な
技
術
の
習
得
を
通
し
て
、
ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
に
親
し
み
、
継
続
的
な
活
動
を
目
的
に

開
催
し
ま
す

　

日
時
／
10
月
７
日
、
14
日
、
21
日
、
28
日

の
金
曜
日
４
回
コ
ー
ス 

午
後
７
時
45
分
～

９
時
45
分　

場
所
／
総
合
体
育
館　

参
加
資

格
／
オ
ー
プ
ン　

参
加
費
／
３
，０
０
０

円
（
初
回
10
月
７
日
に
持
参
）
１
回
の
場
合

は
１
，０
０
０
円　

申
込
・
問
合
せ
／
９
月

30
日
㈮=

必
着=

ま
で
に
町
卓
球
協
会
会
長 

松
本
茂
樹
さ
ん
☎
０
９
０（
３
１
６
９
）

７
７
５
２
へ

第
25
回
久
御
山
町
ゴ
ル
フ
大
会
（
町
長
杯
）

　

日
時
／
10
月
12
日
㈬　

場
所
／
宇
治
田
原
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ　

対
象
／

町
ゴ
ル
フ
協
会
会
員
（
即

日
入
会
可 

入
会
金
１
，０
０
０
円
）　

費
用
／

プ
レ
ー
費
８
，３
７
０
円
（
昼
食
込
み
・
税

別
）、
参
加
費
２
，０
０
０
円　

申
込
／
９
月

24
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
を
添
え
、
参
加
者
氏

名
を
明
記
し
て
校
区
別
担
当
幹
事
へ　

問
合

せ
／
町
ゴ
ル
フ
協
会
会
長 

小
坂
守
さ
ん
☎

０
７
７
４（
４
１
）７
２
２
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
漁
業
体
験
パ
ー
ト
１

　

京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ
ン
タ
ー
で
は
、

海
や
漁
業
を
学
ぶ
と
と
も
に
、
自
然
の
醍
醐

味
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ

漁
業
体
験
パ
ー
ト
１
」
を
行
い
ま
す
。

　

期
日
／
９
月
24
日
㈯
～
25
日
㈰　

１
泊
２

日　

宿
泊
場
所
／
京
都
府
立
青
少
年
海
洋
セ

ン
タ
ー
（
マ
リ
ー
ン
ピ
ア=

宮
津
市
田
井
）　

対
象
／
２
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
（
18
歳
以
下

は
保
護
者
同
伴
）　

定
員
／
先
着
15
人　

参

加
費
／
小
学
生
６
，１
０
０
円
、
中
学
生
６
，

３
０
０
円
、
高
校
生
７
，６
０
０
円
、
一
般

８
，７
０
０
円　

内
容
／
宮
津
市
大
島
海
上

で
定
置
網
（
朝
網
）
体
験
。
と
れ
と
れ
魚
の

朝
食
付
き　

申
込
・
問
合
せ
／
９
月
５
日
㈪

～
15
日
㈭
に
同
海
洋
セ
ン
タ
ー
☎
０
７
７ 

２（
２
２
）０
５
０
１
へ

献
血

　

身
近
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
献
血
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の
（
運

転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
な
ど
）
を
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
海
外
旅
行
か
ら
帰
国
後
４
週
間
を

経
過
し
な
い
な
ど
、
献
血
が
で
き
な
い
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
９
月
26
日
㈪　

午
前
10
時
～
11
時

30
分
、
午
後
０
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所

／
中
央
公
民
館　

そ
の
他
／
16
～
17
歳
は

200‌

ml
の
み
可
能
、
65
歳
以
上
は
60
～
64
歳
の

間
に
献
血
経
験
の
あ
る
人
に
限
り
ま
す　

問

合
せ
／
国
保
健
康
課
ま
た
は
京

都
府
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
☎

０
７
５（
５
３
１
）０
１
１
１

自
衛
官
候
補
生
な
ど
募
集

　

種
目
／
①
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
②
防

衛
大
学
校
学
生
（
推
薦
・
総
合
選
抜
・
一

般
（
前
期
））
③
防
衛
医
科
大
学
校
医
学
科

学
生
④
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
学
科
学

生
（
自
衛
官
候
補
看
護
学
生
）　

対
象
／
①

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
人
②
推
薦=

高

卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人
（
推
薦
に
つ

い
て
は
高
等
学
校
長
の
推
薦
等
が
別
途
必

要
）、
総
合
選
抜
・
一
般
（
前
期
）=

高

卒
（
見
込
含
）
21
歳
未
満
の
人
（
自
衛
官
は

23
歳
未
満
）、
③
④
高
卒
（
見
込
含
）
21
歳

未
満
の
人　

受
付
期
間
／
①
年
間
を
通
じ
て

受
付
②
推
薦
・
総
合
選
抜
９
月
５
日
～
９
月

８
日
②
一
般
（
前
期
）
９
月
５
日
～
９
月
30

日
③
④
９
月
５
日
～
９
月
30
日　

受
付
・
問

合
せ
／
宇
治
地
域
事
務
所
（
宇
治
市
広
野
町

西
裏
71
‐
５ 

Ｓ
．Ｃ 

Ｏ
Ｋ
Ｕ
Ｂ
Ｏ 

２
０
２

号
室
）
☎
０
７
７
４（
４
４
）７
１
３
９

�

国
民
年
金
保
険
料 

納
め
忘
れ
は

後
納
制
度
の
ご
利
用
を

　

国
民
年
金
の
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ

お
し
ら
せ

税金や保険料、保育料、上下水道料金はコンビニエンスストアで納付できます。
※バーコード印字がない納付書は使用できません。

●不動産登記 相続 ･ 売買 ･ 抵当権抹消 

●会社登記 会社設立 ･ 役員変更 ･ 本店移転

●その他 遺言 ･ 成年後見 ･ 法律相談など

高木司法書士事務所
司法書士　高木信雄

TEL.075-955-8232
FAX.075-950-9960　http://office-oyamazaki.com/
京都府乙訓郡大山崎町大山崎鏡田 21番地 29
高木司法書士事務所　大山崎町　　検索

（有料広告）

■城南勤労者福祉会館の教室
講座名 受　付

開始日
期　間
(曜日)

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等
ハングル入門
教室

９/４
㈰～

10/4 ～
H29/2/28㈫

13:00～
14:30 20 15 12,000円

（別途要教材費）
ハングル初級
教室

９/４
㈰～

10/4 ～
H29/2/28㈫

15:00～
16:30 20 15 12,000円

（別途要教材費）
海外旅行のため
の英会話教室

９/14
㈬～

10/14 ～
H29/3/10㈮

10:00～
12:00 20 30 16,000円

（別途要教材費）

■城南地域職業訓練センター講座　一般・医療関係事務講座
講座名 受　付

開始日
期　間
(曜日)

開講
時間 回数 募集

定員 受講料等
調剤薬局事務
講座（日・水
コース）

9/16
㈮～

10/16 ～
11/13

（日・水）
18:30～ 
21:00 8 20 15,000円

（教材費5,700円）

このほかにも講座があります。お問い合わせください。
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り
ま
せ
ん
か
？　

納
め

忘
れ
た
保
険
料
が
あ
る

と
、
将
来
、
受
け
取
る

年
金
額
が
少
な
く
な
っ

た
り
、
年
金
そ
の
も
の
を
受
け
取
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
た
保
険
料
は
、
通
常
、
２
年
前

ま
で
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
の
間
は
、
後
納
制

度
に
よ
り
５
年
前
ま
で
遡
っ
て
納
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

後
納
保
険
料
を
納
め
る
に
は
、
年
金
事
務

所
に
申
込
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
審
査
後
、

納
付
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
審
査

の
結
果
、
ご
利
用
い
た
だ
け
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

納
め
忘
れ
た
保
険
料
の
あ
る
人
は
、
こ
の

機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

問
合
せ
／
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ナ
ビ
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
５
７
０（
０
１
１
）０
５
０
、
京

都
南
年
金
事
務
所
☎
０
７
５（
６
４
４
）１
１ 

６
５　

※
問
合
せ
の
際
は
、
年
金
手
帳
な
ど

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の
を
ご
用
意
く

だ
さ
い
。

�

車
椅
子
ご
利
用
の
皆
さ
ん

ご
利
用
く
だ
さ
い 

　

移
送
サ
ー
ビ
ス　

　

町
で
は
、
車
い
す
利

用
者
の
外
出
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
。
通
院
や

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
な
ど

施
設
利
用
時
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
事
業
委
託
先
の
町
社
会
福
祉

協
議
会
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
町
内
在
住
の
車
椅
子
利
用
者
。
利

用
時
に
は
ご
家
族
な
ど
介
助
者
の
同
乗
が
必

要
で
す　

運
行
範
囲
／
久
御
山
町
、
宇
治

市
、
城
陽
市
、
八
幡
市
、
京
都
市
伏
見
区　

利
用
日
・
利
用
時
間
／
月
曜
日
～
金
曜
日
の

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

利
用
料
／
片
道
30

分
未
満
の
場
所=

１
回
８
０
０
円
、
片
道
30

分
以
上
の
場
所=

１
回
９
０
０
円　

問
合
せ

／
町
社
会
福
祉
協
議
会

買
い
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
の
試
行
実
施

　

町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
町
内
で
自
由

に
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
高
齢
の

人
が
、
ご
自
身
で
買
い
物
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
新
規
事
業
「
買

い
物
送
迎
サ
ー
ビ
ス
」
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
は
本
格
的
な
実
施
に
向
け
た
「
お
試

し
サ
ー
ビ
ス
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
希

望
の
人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

実
施
日
／
御
牧
校
区=

９
月
20
日
㈫
、
佐

山
校
区=

９
月
21
日
㈬
、
東
角
校
区=

９

月
29
日
㈭　

時
間
／
午
後
１
時
～
４
時
30

分
（
買
物
時
間
は
１
時
間
30
分
）　

対
象
／

70
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の
人
ま
た
は
ご
夫

婦
で
、
公
共
交
通
機
関
で
買
い
物
に
行
け
な

い
人
。
た
だ
し
、
店
内
で
は
カ
ー
ト
や
、
手

押
し
車
で
自
由
に
移
動
で
き
る
人　

定
員
／

各
校
区
ご
と
先
着
７
人　

買
物
先
／
イ
オ
ン

モ
ー
ル
久
御
山
（
自
宅
付
近
か
ら
送
迎
し
ま

す
）　

申
込
・
問
合
せ
／
同
協
議
会

【
行
政
・
人
権
擁
護
相
談
】

　

行
政
相
談
は
、
国
の
仕
事
に
つ
い
て
の
要

相
談

望
や
苦
情
の
相
談
、
人
権
擁
護
相
談
は
、
差

別
や
い
じ
め
な
ど
人
権
に
関
す
る
相
談
。

　

日
時
と
場
所
／
９
月
13
日
㈫ 

午
前
10
時

～
午
後
３
時 

役
場
１
階
相
談
室
１

【
弁
護
士
無
料
法
律
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
者
を
対
象
と
し
た

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
。

　

日
時
／
９
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
３
時

30
分
。
相
談
時
間
は
１
人
25
分
程
度　

場
所

／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー　

申
込
／
９
月
２
日

㈮
か
ら
同
協
議
会
へ
。
先
着
６
人　

【
消
費
生
活
相
談
】

　

日
時
／
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

４
時　

場
所
／
役
場
２
階
会
議
室
22

【
女
性
の
た
め
の
相
談
】

　

女
性
の
子
育
て
や
介
護
、
家
庭
の
問
題
、

仕
事
、
対
人
関
係
な
ど
の
相
談
。

　

日
時
／
９
月
13
日
㈫
、
27
日
㈫　

い
ず
れ

も
午
前
10
時
～
午
後
１
時　

申
込
／
面
接
・

電
話
相
談
と
も
前
日
ま
で
に
総
務
課
へ
。
定

員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日
も
受
け
付
け
。

【
す
こ
や
か
養
育
相
談
】

　

保
育
所
で
は
、
子
育
て
に
つ
い
て
の
色
々

な
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
15
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
御
牧
・
佐
山
・
宮
ノ
後
保
育
所　

※

電
話
で
の
相
談
は
毎
週
木
曜
日
の
午
前
11
時

～
午
後
４
時
ま
で
お
受
け
し
ま
す
。

【
教
育
相
談
】

　

町
内
在
住
の
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
を
対
象
に
、
教
育
や
子
育
て
に
つ
い
て
の

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

　

日
時
／
毎
週
火
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除

く
）　

午
前
10
時
～
午
後
５
時　

場
所
／
教

育
相
談
室
（
ゆ
う
ホ
ー
ル
２
階
）　

※
事
前

に
電
話
で
教
育
相
談
室

へ
予
約
を
☎
０
７
７
４ 

（
４
６
）５
６
４
０

【
心
配
ご
と
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
９
月
８
日
㈭
、
21
日
㈬　

い
ず
れ

も
午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー

【
く
ら
し
と
仕
事
の
相
談
】

　

家
庭
の
事
情
や
失
業
等
で
困
っ
て
い
た

り
、　

生
活
を
立
て
直
し
た
い
け
れ
ど
、
ど

う
し
た
ら
よ
い
か
分
か
ら
な
い
、
そ
ん
な
悩

み
に
、
相
談
支
援
員
が
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
５
日
㈪　

午
前
11
時
～
正

午
、
午
後
１
時
～
３
時　

場
所
／
役
場
１
階

相
談
室　

問
合
せ
／
京
都
府
山
城
北
保
健
所

綴
喜
分
室
☎
０
７
７
４（
６
３
）５
７
４
７　

【
ふ
れ
あ
い
テ
レ
ホ
ン
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

電
話
に
よ
る
色
々
な
悩
み
ご
と
の
相
談
。

　

専
用
電
話
／
０
７
５（
６
３
１
）３
４
２
１　

相
談
時
間
／
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

書道 はじめてみませんか
日　時　�火曜日の午前 10時～� �

11 時 30分　月 2回
場　所　ゆうホール創作活動室
会　費　月額 2,200 円
連絡先　西川友子
　　　　☎ �0774（43）5706 

090（5244）3883

（有料広告）
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【
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
援
助
事
業
に
関
す
る
相
談
】

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

認
知
症
や
も
の
忘
れ
の
あ
る
人
、
知
的
や

精
神
障
害
の
あ
る
人
で
、
日
常
的
な
金
銭
管

理
や
通
帳
の
管
理
が
不
安
な
（
で
き
な
い
）

人
に
、
自
立
し
た
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

相
談
で
す
。
電
話
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。

　

日
時
／
９
月
８
日
㈭　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
介
護
相
談
】（
町
社
会
福
祉
協
議
会
）

　

日
時
／
９
月
21
日
㈬　

午
後
１
時
～
４
時　

場
所
／
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

申
込
は
９
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら
。

　
　
【
休
館
日
】�

毎
週
月
曜
日
。
19
日
㈪
は

開
館
、
20
日
㈫
は
休
館

【
申
込
と
費
用
】

　

各
教
室
の
参
加
申
込
は
、
来
館
ま
た
は
電

話
の
う
え
、
参
加
者
本
人
か
そ
の
保
護
者
な

ど
が
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次

第
、
締
め
切
り
ま
す
。

　

費
用
は
９
月
８
日
㈭
ま
で
に
ゆ
う
ホ
ー
ル

窓
口
（
午
前
９
時
～
午
後
９
時
）
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い
。
費
用
の
記
載
が
な
い
教
室
は

無
料
で
す
。

漢
字
出
直
し
塾

　

日
時
／
９
月
９
日
㈮
、
23
日
㈮　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
18
歳
以
上
の
人　

内

容
／
プ
リ
ン
ト
を
使
っ
た
自

習
形
式
で
、
小
学
校
で
習
う

漢
字
か
ら
も
う
一
度
学
び
直

し
ま
す　

定
員
／
30
人
。申
込
不
要
。当
日
、

直
接
会
場
へ　

費
用
／
１
０
０
円

週
末
の
星
空
観
察
会

　

日
時
／
９
月
９
日
㈮ 

午
後
７
時
～
８
時

=

月
と
火
星
・
土
星
を
観
察
、
24
日
㈯ 

午

後
７
時
～
８
時=

火
星
・
土
星
・
夏
の
星
座

を
観
察
。
受
付
は
当
日
終
了
時
間
の
30
分
前

ま
で　

対
象
／
星
空
に
興
味
の
あ
る
人
。
小

学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。
雨
天
・
曇
天
は

中
止

�
漢
字
の
達
人
教
室
・

え
ん
ぴ
つ
書
き
方
道
場

　

日
時
／
９
月
10
日
㈯  

午
前
９
時
30
分
～

10
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
２
年

生
以
上
（
大
人
の
参
加
可
）　

内
容
／
漢
字

学
習
と
書
写
教
室
を
同
時
並
行
開
催　

定
員

／
20
人

プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
を
作
る
教
室

　

日
時
／
９
月
11
日
㈰ 

午
後
２
時
～
３
時　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生
以
上
。
た
だ
し

小
学
１
～
３
年
生
は
保
護
者
同
伴　

内
容
／

プ
ラ
ン
タ
ー
で
野
菜
（
ジ
ャ

ガ
イ
モ
な
ど
）
を
育
て
ま
す　

定
員
／
10
組　

費
用
／
１
組

１
０
０
円

童
謡
を
楽
し
む
会

　

日
時
／
９
月
７
日
㈬
、
21
日
㈬　

午
前
10

時
～
11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は

在
勤
で
お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
人　

内
容
／

先
生
の
ピ
ア
ノ
に
合
わ
せ
て
、
童
謡
な
ど
を

楽
し
く
歌
い
ま
す　

定
員
／
60
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ　

費
用
／
資
料
代

だ
け
必
要
で
す

脳
若
返
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

日
時
／
９
月
15
日

㈭　

午
前
10
時
～
11

時
30
分　

対
象
／
町

内
在
住
の
お
お
む
ね

50
歳
以
上
の
人　

内
容
／
楽
し
い
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
脳
の
若
返
り
を　

定
員
／
30
人
。

申
込
不
要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

小
学
生
工
作
教
室

　

日
時
／
９
月
19
日
㈪　

①
午
前
９
時
～
正

午
②
午
後
２
時
～
５
時　

※
①
②
の
い
ず
れ

か
選
択　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生　

内

容
／
杉
板
で
鳥
の
笛
を
作
り
ま
す　

定
員
／

各
12
人　

費
用
／
1
０
０
円

大
人
ビ
デ
オ
鑑
賞
教
室

　

日
時
／
９
月
21
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～

３
時
10
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
18
歳
以
上
の
人　

内
容
／
映
画
「
二
人
で

お
茶
を
」
を
鑑
賞　

定
員
／
25
人
。
申
込
不

要
。
当
日
、
直
接
会
場
へ

　

小
・
中
学
生
の
た
め
の
囲
碁
教
室

　

日
時
／
９
月
24
日
㈯ 

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
の
小
・
中
学

生
と
保
護
者　

内
容
／
囲
碁
を
基
礎
か
ら
楽

し
く
学
び
ま
す　

定
員
／
20
人

　

申
込
は
９
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら
。

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　

 

（
祝
日
の
場
合
は
開
館
）

�

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
使
用
講
習
会

＆
相
談
日

　

日
時
／
９
月
４
日
㈰
・
17
日
㈯=

午
前
10

時
～
10
時
40
分
、
９
月
15
日
㈭
・
29
日
㈭=

午
後
７
時
～
７
時
40
分　

※
い
ず
れ
か
一
日

選
択　

対
象
／
12
歳
以
上
の
人
（
小
学
生
を

除
く
）　

内
容
／
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

機
器
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
び
、
機
器
を
利

用
す
る
た
め
に
必
要
な
講
習
会
。
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス　

定

員
／
各
先
着
15
人　

費
用
／
５
０
０
円
。
講

習
会
受
講
済
で
相
談
だ
け
の
場
合
は
、
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使
用
料
だ
け
必
要　

そ
の

他
／
顔
写
真
（
2.5‌

cm
×
２

‌

cm
）
１
枚
必
要

体
育
館
開
放
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

日
時
／
①
９

月
10
日
㈯　

②

24
日
㈯　

午
前

９
時
～
正
午　

対
象
／
町
内
在

住
ま
た
は
在
勤
、
在
学
の
人　

種
目
／
①
小

学
生
用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
卓
球
、
輪
投
げ
な
ど　

②
小
学
生

用
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
バ
ウ
ン

ド
テ
ニ
ス
な
ど　

内
容
／
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

総
合
体
育
館
の
催
し

ふ
れ
あ
い
交
流
館

ゆ
う
ホ
ー
ル
の
催
し

町
の
施
設
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を
無
料
開
放
。
申
込
不
要
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

初
級
テ
ニ
ス
教
室
（
後
期
）

　

日
時
／
９
月
23
日
～
11
月
11
日
の
毎
週
金

曜
日
８
回
コ
ー
ス 

午
前
10
時
～
11
時
30
分　

場
所
／
中
央
公
園
庭
球
場　

対
象
／
15
歳
以

上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
京
都

府
テ
ニ
ス
協
会　

定
員
／
先
着
15
人　

費
用

／
２
，８
０
０
円

小
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

　

日
時
／
９
月
24
日
～
10

月
29
日
の
毎
週
土
曜
日
５

回
コ
ー
ス
（
10
月
22
日
を

除
く
）　

午
後
１
時
～
２
時

30
分　

対
象
／
町
内
在
住

ま
た
は
在
学
の
小
学
４
～
６
年
生　

講
師
／

吉
川
幸
孝
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費
用

／
５
０
０
円

小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室

　

日
時
／
９
月
24
日
～
10
月
29
日
の
毎
週
土

曜
日
６
回
コ
ー
ス　

午
後
３
時
～
４
時
30
分　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
学
の
小
学
生　

講
師
／
中
田
美
栄
子
さ
ん　

定
員
／
先
着
30

人　

費
用
／
６
０
０
円

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
（
夜
間
の
部
）

　

日
時
／
９
月
26
日
～
11
月
21
日
の
毎
週
月

曜
日
８
回
コ
ー
ス
（
10
月
10
日
を
除
く
）　

午
後
７
時
30
分
～
８
時
30
分　

対
象
／
15
歳

以
上
の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
磯

引
し
ん
こ
さ
ん　

定
員
／
先
着
30
人　

費
用

／
２
，８
０
０
円

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
教
室

　

日
時
／
10
月
４
日

～
10
月
25
日
の
毎
週

火
曜
日
４
回
コ
ー
ス　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分　

場
所
／
中
央

公
園
野
球
場　

対
象
／
50
歳
以
上
の
人　

講

師
／
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟　

定
員

／
先
着
40
人　

費
用
／
１
回
１
０
０
円

秋
季
ヨ
ガ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室

　

日
時
／
10
月
７
日
～
12
月
16
日
の
毎
週
金

曜
日
10
回
コ
ー
ス
（
12
月
２
日
を
除
く
）　

１
部 

午
前
10
時
～
11
時　

２
部 

午
前
11
時

15
分
～
午
後
０
時
15
分　

対
象
／
15
歳
以
上

の
人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
本
田　

宜
子
さ
ん　

定
員
／
各
先
着
35
人　

費
用
／

各
３
，５
０
０
円

秋
季
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

　

日
時
／
10
月
18
日
～
12
月
13
日
の
毎
週
火

曜
日
８
回
コ
ー
ス
（
11
月
15
日
を
除
く
）
午

前
10
時
～
11
時
30
分　

対
象
／
15
歳
以
上
の

人
（
中
学
生
を
除
く
）　

講
師
／
黒
川
ま
さ

み
さ
ん　

定
員
／
先
着
35
人　

費
用
／
２
，

８
０
０
円

　

申
込
は
９
月
２
日
㈮　

午
前
９
時
か
ら
。

申
込
人
数
の
少
な
い
教
室
は
、
開
催
を
中

止
ま
た
は
延
期
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日

さ
ば
寿
司
教
室

　

日
時
／
９
月
16
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～

中
央
公
民
館
の
催
し

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
さ
ば
寿
司
作
り
の
コ

ツ
を
学
び
ま
す　

講
師
／
田
井
義
章
さ
ん　

定
員
／
20
人　

費
用
／
２
，

２
０
０
円　

持
ち
物
／
エ
プ

ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん

大
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
（
写
真
入
門
教
室
）

　

日
時
／
９
月
20
日
㈫ 

午
前
10
時
～
正
午　

※
本
教
室
は
来
年
３
月
ま
で
毎
月
一
回
開
催

予
定　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
初
心
者
向
け
の
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
教
室
。
写
真
撮
影
の
基
本
を
学

び
ま
す　

講
師
／
写
真
サ
ー
ク
ル
「
久
写

御
」、
日
本
写
真
講
師
協
会 

曽
根
明
壽
美
さ

ん　

定
員
／
30
人　

費
用
／
１
０
０
円　

持

ち
物
／
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
（
携

帯
電
話
の
カ
メ

ラ
不
可
）

ア
イ
デ
ア
工
作
教
室

　

日
時
／
９
月
26
日
㈪ 

午
後
１
時
30
分
～

４
時　

対
象
／
町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
で
18

歳
以
上
の
人　

内
容
／
使
わ
な
く
な
っ
た
ハ

ン
カ
チ
や
牛
乳
パ
ッ
ク
な
ど
を
利
用
し
て

「
レ
ジ
袋
ス
ト
ッ
カ
ー
」
を
作
製　

※
針
仕

事
に
メ
ガ
ネ
が
必
要
な
人
は
持
参
を　

講
師

／
長
谷
川
寿
美
さ
ん　

定
員
／
15
人　

費
用

／
３
０
０
円

【
休
館
日
】
毎
週
日
曜
日
（
第
２
日
曜
日

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

あ
い
あ
い
ホ
ー
ル
の
催
し

を
除
く
）、
月
曜
日
・
祝
日

親
子
ひ
ろ
ば

　

日
時
／
９
月
９
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

30
分　

場
所
／
地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
２
階
視
聴
覚
室

日
曜
開
館

　

日
時
／
９
月
11
日
㈰　

午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
。
プ
レ
イ
ル
ー
ム
使
用
は
午
前
９

時
～
午
後
４
時

親
子
で
テ
ラ
ピ
ー
＆
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

　

気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う

　

日
時
／
９
月
13
日
㈫　

午
前
10
時
～
11
時

30
分　

参
加
費
／
１
家
族
３
０
０
円　

申
込

／
９
月
６
日
㈫
ま
で

地
域
で
あ
そ
ぼ
う
「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば
」

　

日
時
／
９
月
16
日
㈮　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
30
分　

場
所
／
リ
ー
ヴ
ァ
淀
公
民
館

9
月
の
誕
生
会

　

９
月
生
ま
れ
の
お
友
だ
ち
を
お
祝
い
し
ま

し
ょ
う
。
写
真
入
り
の
カ
ー
ド
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。
９
月
27
日
㈫
ま
で
に
来
館
の

上
、
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

日
時
／
９
月
29
日
㈭　

午
前

11
時
30
分
か
ら
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保健予防のコーナー

会場は、保健センター（※はあいあいホール）です。母子健康手帳をご持参ください。
　� 問合せ／子育て支援課

1歳8か月児健診（8月19日）で
見つけたかわいい笑顔です。

9月の母子保健
健診名など 日（曜） 受付時間 対　象 内　容

パパ＆ママ教室
（第2回）   1日㈭ 午後1時～

1時15分 妊婦と家族 プレママ体操、栄養の話、絵本の
世界

※子育て相談
（あいあいホール
出張相談）

  5日㈪
12日㈪
26日㈪

午前9時～
午後4時30分

おおむね中学校
卒業までの子ど
もの保護者

あいあいホールの休館日を利用し
て、保健師等が育児や発達に関す
る相談をお受けします

※乳幼児相談   8日㈭ 午前9時30分
～10時30分 乳幼児 発達・育児・栄養などの相談

3～4か月児健診 13日㈫ 午後1時20分
～1時40分

平成28年5月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導、ブックスタート

10か月児健診 14日㈬ 午後1時20分
～1時50分

平成27年10月
生まれ

医師による健康診査、離乳・保育・
栄養などの指導

1歳8か月児健診 16日㈮ 午後1時20分
～1時40分

平成26年12月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

3歳児健診 23日㈮ 午後1時20分
～2時

平成25年2月
生まれ

医師、歯科医師による健康診査、
身体的・精神的な発達指導

　「生活習慣病を予防する」
を目標に楽しくお料理をしな
がら、自分の健康を見つめて
みましょう。
　今回のテーマは「食べてが
ん予防！」です。食材や食べ
方を工夫し、活動量を少し増
やすなどのちょっとした工夫
で免疫力を高め、毎日を元気
に過ごしましょう。
　日時／９月21日㈬ 午前10時
～午後２時　場所／保健セン
ターすこやかルーム・調理実
習室　対象／おおむね40歳以
上の人　内容／調理実習（日
常の食生活でできる工夫）、献
立：雑穀ごはん、鮭のエスカ
ベージュ、小松菜のイタリア
ンひたし、和風ミネストロー
ネ、果物。※都合により変更
あり。栄養士・保健師による
「がん予防」の話　持ち物
／エプロン、三角巾、手拭い
タオル、筆記用具など　費
用／無料　定員／先着20人　
申込／９月２日㈮～ 15日㈭
に国保健康課へ。電話可

２歳児の成長ポイント
を
添
え
る
こ
と
で
、
団
子
に
“
み
た
て
”、
更
に
食
べ

る
“
つ
も
り
”
の
動
作
に
繋
が
り
、
イ
メ
ー
ジ
し
た
も

の
を
言
葉
で
表
出
し
ま
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
具
体

的
な
物
を
超
え
た
、
よ
り
充
実
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ

こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
後
に
、
こ
の
活
動
は
3
歳
位

か
ら
見
ら
れ
る
“
ご
っ
こ
遊
び
”
の
土
台
の
力
と
し
て

も
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
2
歳
児
は
ま
だ
、
み
た
て
た
イ
メ
ー
ジ
や

つ
も
り
を
、
友
達
と
共
有
・
発
展
さ
せ
る
こ
と
は
難
し

い
た
め
、
パ
パ
・
マ
マ
や
周
り
の
大
人
の
手
助
け
が
必

要
で
す
。「
こ
れ
は
○
○
を
描
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
、
大
人
が
決
め
つ
け
、
そ
れ
を
子
ど
も
に
押
し
付
け

る
の
で
は
な
く
、「
こ
の
子
は
何
に
み
た
て
た
の
だ
ろ

う
」
と
、
子
ど
も
の
考
え
に
注
意
を
向
け
、
言
葉
を
用

い
て
子
ど
も
が
イ
メ
ー
ジ
し
た
内
容
を
あ
り
の
ま
ま
認

め
、
そ
れ
を
共
有
す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
思
い
（
自

我
）
を
育
む
こ
と
に
つ
な
が
る
と
い
え
ま
す
。

　

子
ど
も
の
成
長
が
感
じ
ら
れ

る
分
、
大
人
が
考
え
る
正
解
を

無
意
識
に
子
ど
も
に
ぶ
つ
け
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
あ
く
ま

で
“
主
役
は
子
ど
も
”
と
い
う

こ
と
を
、
こ
の
時
期
に
は
改
め

て
意
識
し
た
い
も
の
で
す
。

�

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

■
体
の
動
き

　

歩
く
力
が
増
す
と
同
時

に
、
両
足
で
跳
ぶ
、
走
る
、

登
る
、
し
ゃ
が
む
、
く
ぐ

る
、
な
ど
の
力
も
育
っ
て
き

ま
す
。

　

手
指
の
動
き
と
し
て
は
、
片
手
に
茶
わ
ん
を
持
ち
、

も
う
一
方
で
は
ス
プ
ー
ン
を
持
っ
て
す
く
っ
て
口
に
運

ぶ
、
両
手
の
指
先
を
使
っ
て
ホ
ッ
ク
や
ボ
タ
ン
を
は
め

る
、
と
い
っ
た
よ
う
に
、
両
手
を
意
識
し
て
動
か
す
こ

と
が
で
き
、
日
常
生
活
に
関
連
し
た
動
作
を
子
ど
も
な

り
に
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
動
き
が
活
発
に
な
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
遊
び
の
幅
も
ぐ
ん
と
広
が
り
ま
す
。
追
い
か
け
合

い
や
、
斜
面
の
よ
じ
登
り
や
は
い
上
り
な
ど
全
身
を
使

う
こ
と
だ
け
で
な
く
、
粘
土
を
手
の
ひ
ら
を
使
っ
て
細

長
く
し
た
り
、
丸
め
た
り
、
お
絵
か
き
で
は
グ
ル
グ
ル

丸
の
な
ぐ
り
描
き
が
で
き
た
り
、
手
先
を
使
う
こ
と
も

盛
ん
で
、
動
き
や
遊
び
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
豊
富
に

な
り
ま
す
。

■
『
み
た
て
』『
つ
も
り
』
活
動

　

物
事
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
力
が
豊
か
に
な
り
、
遊
び
の

中
で
作
り
上
げ
た
も
の
、
描
い
た
も
の
に
、
自
分
な
り

に
意
味
を
付
け
な
が
ら
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
土
を
丸
め
て
「
オ
ダ
ン
ゴ
」
と
、
言
葉

いきいき健康教室
栄養編

PART
６

すくすく
子育て★
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出
張 

が
ん
個
別
相
談
会

　

が
ん
に
関
わ
る
様
々
な
相
談
を
お
受
け
す

る
窓
口
と
し
て
、
出
張
相
談
を
行
い
ま
す
。

　

日
時
／
9
月
13
日
㈫
、
10
月
11
日
㈫ 

い
ず

れ
も
午
後
1
時
～
3
時
30
分　

場
所
／
京
都

府
山
城
北
保
健
所
（
山
城
広
域
振
興
局
宇
治

総
合
庁
舎
内
）　

相
談
員
／
京
都
府
が
ん
総
合

相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
ま
た
は
看
護

師　

相
談
料
／
無
料　

申
込
・
問
合
せ
／
実

施
日
の
前
日
ま
で
に
同
支
援
セ
ン
タ
ー
（
京
都

市
南
区
東
九
条
下
殿
田
町
43
メ
ル
ク
リ
オ
京

都
2
階
）

0
1
2
0
（
0
7
8
）
3
9
4
へ
。

　

※
同
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
電
話
及
び
対

面
相
談
を
、
月
～
金
曜
日
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）
の
午
前
9
時
～
正
午
、
午
後
1

時
～
4
時
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

膠
原
病
で
お
悩
み
の
人
へ
の

個
別
相
談

　

京
都
府
山
城
北
保
健
所
で
は
、
現
在
、
膠こ

う

原げ
ん

病
で
お
悩
み
の
人
や
そ
の
疑
い
が
あ
る

人
及
び
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
京
都
第
一
赤

十
字
病
院
リ
ウ
マ
チ
内
科
部
長
の
福
田
亙
先

生
に
よ
る
個
別
相
談
を
実
施
し
ま
す
。
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。
無
料
で
す
。

　

日
時
／
10
月
12
日
㈬ 

午
後
1
時
～
3
時

30
分　

場
所
／
同
保
健
所（
宇
治
市
宇
治

若
森
７-

６
） 

定
員
／
先
着
6
人　

申
込
・

問
合
せ
／
9
月
12
日
㈪
か
ら
同
保
健
所
☎

０
７
７
４（
２
１
）６
４
５
５
へ　

※
膠
原
病

と
は
…
免
疫
の
異
常
な
ど
で
皮
膚
、関
節
、筋

肉
、血
管
な
ど
に
病
変
が
生
じ
る
病
気
。（
例
）

全
身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、慢
性
関
節
リ

ウ
マ
チ
、強
皮
症
、多
発
性
筋
炎
な
ど
。

　

心
臓
病
、
脳
卒
中
の
発
症
に
つ
な
が
る
生
活

習
慣
病
は
自
覚
症
状
が
な
く
進
行
し
、
悪
化
し

て
初
め
て
症
状
が
現
れ
ま

す
。「
特
定
健
診
・
健
康
診
査
」

の
目
的
は
、
こ
れ
ら
の
早
期

発
見
だ
け
で
な
く
、
早
い
段

階
で
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
や
そ
の
危
険
因
子
を
見
つ
け
、
生
活
習

慣
病
の
発
症
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

受
診
期
限
の
10
月
は
医
療
機
関
が
混
み
合
い

ま
す
の
で
町
内
（
上
表
）
ま
た
は
宇
治
市
・
城

陽
市
の
「
協
力
医
療
機
関
」
で
早
め
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
／
特
定
健
診 

国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
40
～
74
歳
ま
で
の
人　

健
康
診
査 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
加
入
し
て
い
る
人　

費
用
／
無
料　

受
診
期
限
／
10
月
31
日
㈪　

問

合
せ
／
国
保
健
康
課

見
え
に
く
い
人
・
見
え
な
い
人
の
た
め
の

京
都
府
「
視
覚
相
談
会
」

　

京
都
府
で
は
、
目
が
見
え
に
く
い
人
や
見
え

な
い
人
、
ご
家
族
の
た
め
の
相
談
会
を
行
い
ま

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

　

日
時
／
9
月
26
日
㈪ 

午
前
10
時
30
分
～
午

後
3
時
30
分　

場
所
／
京
田
辺
市
立
社
会
福
祉

セ
ン
タ
ー
3
階
第
1
研
修
室　

内
容
／
①
個
別

相
談(

日
常
生
活
で
の
困
り
ご
と
な
ど
）
②
ロ

ー
ビ
ジ
ョ
ン
相
談
（
福
祉
機
器
の
ア
ド
バ
イ
ス

な
ど
）
③
子
ど
も
の
相
談(

視
覚
の
発
達
や
子

育
て
な
ど
の
悩
み
）
④
福
祉
機
器
な
ど
の
展

示
、
体
験
（
盲
導
犬
、
拡
大
読
書
器
、
便
利
グ

ッ
ズ
な
ど
）
※
①
、
③
は
申
込
が
必
要　

申
込

・
問
合
せ
／
京
都
府
家
庭
支
援
総
合
セ
ン
タ
ー

障
害
グ
ル
ー
プ
☎
０
７
５（
５
３
１
）９
６
０
８

ま
た
は
京
田
辺
市
障
害
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
７
７
４（
６
４
）１
３
７
２
へ

風
し
ん
ま
た
は
麻
し
ん
風
し
ん 

混
合
予
防
接
種
の
費
用
助
成

　

町
で
は
、
安
心
し
て
妊�

娠
・
出
産
で
き
る
よ
う

「
先
天
性
風
し
ん
症
候

群
」
の
発
生
を
予
防
す
る

た
め
の
風
し
ん
ま
た
は
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
予

防
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を
し
ま
す
。

■�

対
象
／
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
の
あ

る
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

⑴�　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
で
、
抗
体
検
査
結

果
等
に
よ
り
、
抗
体
価
の
低
い
人

⑵�　

妊
娠
を
し
て
い
る
女
性
の
同
居
者
で
、
抗

体
検
査
結
果
等
に
よ
り
、
抗
体
価
の
低
い

人
。
た
だ
し
、
妊
娠
を
し
て
い
る
女
性
の
抗

体
価
が
低
い
場
合
と
す
る
。

　

※
妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
及
び
抗
体
が
低
い

妊
婦
の
同
居
者
は
、
京
都
府
の
制
度
を
利
用

し
、
抗
体
検
査
を
無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

■�

接
種
回
数
／
一
人
１
回
だ
け

■�

接
種
の
注
意
／
現
在
妊
娠
し
て
い
る
人
は
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

接
種
前
１
か
月
か
ら
接
種
後
２
か
月
は
避

妊
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

■�

助
成
額
／
医
療
機
関
に
支
払
っ
た
額
の
⅔
を

助
成
し
ま
す
。
町
民
税
非
課
税
世
帯
、
生
活

保
護
世
帯
、
中
国
残
留
邦
人
な
ど
の
支
援
給

付
受
給
世
帯
の
人
は
全
額
助
成
し
ま
す
。

■�

申
請
受
付
期
間
／
平
成
29
年
3
月
31
日
㈮
ま
で

■�

申
請
方
法
／
医
療
機
関
で
全
額
支
払
っ
た

後
、
子
育
て
支
援
課
窓
口
で
償
還
払
い
の

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

必
要
書
類
等
／
①
被
接
種
者
氏
名
・
予
防
接

種
名
・
接
種
金
額
・
接
種
日
・
医
療
機
関
名
が

明
記
さ
れ
た
領
収
書
の
原
本
②
被
接
種
者
本

人
の
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
確
認
で
き
る
も

の
（
抗
体
価
検
査
の
結
果
等
）
③
対
象
⑵
の
場

合
は
、
前
記
①
②
に
加
え
て
、
妊
娠
を
し
て
い

る
女
性
の
同
居
者
の
抗
体
価
が
低
い
こ
と
が
確

認
で
き
る
も
の
（
抗
体
価
検
査
の
結
果
等
）
④

印
鑑
⑤
振
込
先
の
分
か
る
も
の　

※
上
記
必
要

書
類
等
が
な
い
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
子
育
て
支
援
課

■町内の協力医療機関
医療機関名 所在地 電話番号

久御山南病院 坊之池坊村中28 075（631）2261
京都岡本記念病院 佐山西ノ口８ 0774（48）5500
おおむら医院 佐古内屋敷61-１ 0774（46）3160
勘田内科医院 林宮ノ後36-８ 0774（45）1280
くわはら内科 北川顔村西６-２ 075（874）6222
田村医院 佐山双置87 0774（41）6730
辻医院 栄４丁目１-15 0774（43）3050
※�大橋辺にお住まいの人は淀地区の協力医療機関、
北川顔・藤和田にお住まいの人は八幡市の「とな
みクリニック」でも受診できます。　

自
覚
症
状
が
無
い

あ
な
た
も

特
定
健
診
・
健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う



平成28年７月15日から８月14日までの受付分（敬称略）

地
区
名
　
夫
の
氏
名
・
妻
の
氏
名

市　

田	

島
村　
　

慶
・
島
村　

鳩
子

地
区
名	

出
生
児	

父
・
母

大
橋
辺	

武
田　

莉り

お央　

雅
史
・
弘
美

　

〃　

	

向
井
陽ひ

び

と
々
人　
　
　

・
智
奈
都

北
川
顔	

金
岡　
　

奏う
た　
　

隆
・
由
佳

坊
之
池	

上
田　

泰た
い
が雅　

芳
樹
・
麻
由

佐　

古	

渡
邉　

芙ふ
う
か香　

充
秋
・
優
子

　

林　

	

井
上　
　

菫す
み
れ　

　

忍
・
美
織 す

ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

す
ま
い
ざ
ご
う
と
で
め
お

生
誕
お

婚
結
ご

８月から久御山中学校でALT（外国語指導助手）として新
しく赴任したティファニー・トリン・マイフォンさん（オ
ーストラリア出身）が、前任のアマンダ・グリーン・タリン
さん（同国出身）と一緒に７月29日、町役場を訪問し、信貴
町長らと懇談しました。
赴任を終えて帰国するアマンダさんは「３年間とても楽
しかった。でも今は少し寂しい」とすっかり流暢

ちょう

になった
日本語で心境を語ってくれました。一方、新任のティファ
ニーさんは「自転車で久御山町や宇治市などを巡りたい」
と、日本での楽しみが膨らんでいました。

ALTバトンタッチ　久御山中学校

▲東一口の畑で、蓮の花を見学する参加者

▲信貴町長と握手を交わすティファニーさん（右）とアマンダさん

７月22日から25日にかけての３日間、東角小学校では
「夏休み学習会」を開催。全校児童の約半数の150人余り
が、自主的に参加して国語や算数の教材に取り組みました。
地域住民や久御山高校の生徒らボランティアも学習サ
ポートに一役。子どもたちはアドバイスなどを受けて
いました。参加した高校生は「将来、先生を希望してお
り、教えることができてうれしい」と感想。内田智子校長
は「地域の人や高校生とつながり、子どもたちは色んな
人にお世話になっていることを実感し、生きる力になれ
ば」と、期待を語っていました。

地域と人に包まれ学ぶ　東角小で夏休み学習会

「ちいさなたび」を通じて地域の魅力を共感したり交流
を図る「ちーたび 巨椋池の蓮の見学と生け花」ツアーが、
８月11日、町内外から15人が参加して行われました。
クロスピアくみやまの主催で行われたもので、まず東一

口の蓮畑で、昔日の巨椋池由来の蓮が開花する景観を地元
住民の案内で見学。茎からお酒を飲む「像鼻杯」体験や蓮
の種の試食などを楽しみました。この後、「巨椋池まるごと
格納庫」の見学、クロスピアでは蓮の生け花教室や地元野
菜いっぱいのお弁当などで、久御山の魅力に触れました。

巨椋池の蓮見学などでまちの魅力共感　ちーたびツアー

◀︎�

地
域
の
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
学
習

に
取
り
組
む
児
童

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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わがやの

小林　暉
きいち

都ちゃん
（１歳）

脚力がご自慢の暉都くん。どんなところ
でも登っちゃいます♡

こ
れ
か
ら
も
一
緒
に
い
っ
ぱ
い
笑
お
う
ね
！

「
ア
ン
パ
ン
マ
ン
み
た
い
な
男
に
な
っ
て
ほ

し
い
な
」父
さ
ん
は
そ
う
思
い
ま
す
。

金
浜
　
孝こ

う
た
ろ
う

太
朗
ち
ゃ
ん
（
２
歳
）

三
科
　
凜り
ん

太た

郎ろ
う

ち
ゃ
ん
（
２
歳
１
か
月
）

久御山中学校剣道部が８月19日～ 21日に長野県長野市
で開かれた第46回全国中学校剣道大会に出場しました。
出場したのは、京都府大会でそろって優勝した男子団体

・女子団体と、個人戦で舩越皓太郎選手（３年）、村㟢凌平
選手（同）、今村実聡選手（２年）の３人。女子団体は11年連
続、男子団体は４年連続、部としては12年連続の快挙です。
大会では、男女とも予選リーグを突破。男子は決勝トー
ナメント１回選で南大分中(大分県)に５－０で勝利し、ベ
スト８の成績を収めるとともに、敢闘賞を受賞、女子もベ
スト16入りを果たしました。

男子団体、全国大会でベスト８に　久御山中剣道部

▲友達同士楽しんで料理作り

▲全国大会に出場した久御山中学校剣道部の選手たち

夏休みを計画的に過ごし、思い切り楽しんでと、７月
24日、佐山まなび塾運営委員会と佐山子供会の共催で
「まなび塾」が佐山公会堂で開かれ、夏休みの宿題とそう
麺・お団子パーティで楽しいひと時を過ごしました
この日は１年生から５年生まで10人が参加。自習形

式で宿題に取り組んだ後、お待ちかねの団子づくり。１
人ずつボールの中で米粉と餅粉を、手で丁寧にこねてオ
リジナルの団子を形作り、お湯でゆでた後、きな粉をまぶ
して、早速試食。「団子を作ったのは初めてだけど楽しい」
「すごくおいしい」と子どもたちは満足そうでした。

手作り団子「おいしい！」　佐山まなび塾

▲自分で作った団子をいただきました

７月27日、保健センター調理実習室で、親子連れや小学
生６人が参加して「おやこの食育教室」が開かれました。
親子や友達同士で料理したり一緒に食べる楽しさを感

じてもらおうと、食生活改善推進員「久味の会」が開いた
もので、子どもの頃から生活習慣病予防の食生活につい
て考えるきっかけづくりも狙いの一つ。この日のメニュ
ーはカラフルなオープンいなりや鮭のゴマゴマ焼きなど
のほか、だし汁のとり方からみそ汁づくりにもチャレン
ジ。友達と相談しながら楽しそうに取り組んでいました。

楽しみながら料理に挑戦　おやこの食育教室

まちの話題！ア・レ・コ・レ
明るく楽しい話題がありましたら、総務課秘書広報係へ
ご連絡ください。
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し尿 くみもれの場合は、必ず収集口から確認のうえ、翌日（翌日が土曜日・日曜日・祝日の場合はその翌日）に、城南
衛生管理組合☎ 075(631)5171へ連絡してください。

９月14日㈬
10月７日㈮

藤和田、島田、東島田、東一口（国
道１号以東）、森（国道１号以東）、
森村東（国道１号以東）、野村、野
村村東、佐山、新開地、佐古、清水、
林、市田、田井、荒見、下津屋

９月15日㈭
10月11日㈫

大橋辺、北川顔、坊之池、森（国
道１号以西）、森村東（国道１号以
西）、西一口、中島、相島、東一口
（国道１号以西）

剪
定
枝
チ
ッ
プ
化
物
、
無
料
配
布
し
ま
す

　

城
南
衛
生
管
理
組
合
で
は
、
循
環
型
社

会
形
成
に
向
け
た
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム

の
構
築
の
一
環
と
し
て
、
公
園
な
ど
の
樹

木
・
街
路
樹
・
家
庭
の
庭
木
な
ど
の
剪せ

ん

定

枝
を
チ
ッ
プ
化
し
配
布
す
る
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
①
＝
個
人
等
小

口
利
用
者
向
け
（
地
域
住
民
向
け
）、
②

＝
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
（
＝
事
前
申

込
制
）
に
分
け
、
無
料
配
布
し
ま
す
。

　

家
庭
菜
園
な
ど
で
、
雑
草
抑
制
や
水
分

保
持
な
ど
に
効
果
が
あ
る
マ
ル
チ
ン
グ
材

や
、
堆
肥
材
料
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。無
く
な
り
次
第
、
配
布
を
終
了
し
ま
す
。

■
配
布
要
領
（
①
・
②
と
も
）

　

配
布
期
間
／
9
月
12
日
㈪
～
16
日
㈮ 

午
前
9
時
～
午
後
4
時
（
正
午
～
午
後
１

時
を
除
く
） 

※
土
･
日
曜
日
の
配
布
は
あ

り
ま
せ
ん　

配
布
対
象
／
城
南
衛
生
管
理

組
合
管
内
（
久
御
山
町
な
ど
3
市
3
町
）

に
在
勤
ま
た
は
在
住
の
人　

配
布
場
所
／

①
＝
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
（
城
陽

市
寺
田
奥
山
１
-61
☎
0
7
7
4（
５
２
）

3
5
8
1 

ク
リ
ー
ン
21
長
谷
山
）、
ク
リ

ー
ン
ピ
ア
沢
（
八
幡
市
八
幡
沢
１
番
地
☎

0
7
5（
6
3
1
）0
8
3
5 

施
設
課
）

②
＝
旧
奥
山
リ
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

■
農
家
等
大
口
利
用
者
向
け
の
事
前
申
込

　

受
付
日
時
／
9
月
7
日
㈬
～
9
月
9
日

㈮ 

午
前
９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～
午

後
1
時
を
除
く
）　

配
布
予
定
数
／
各
日

先
着
順
50
台
分　

申
込
／
ク
リ
ー
ン
21
長

谷
山 

☎
0
7
7
4（
５
２
）3
5
8
1
へ

■
注
意

　

▼
配
達
は
し
て
い
ま
せ
ん
▼
お
持
ち
帰

り
用
の
袋
や
容
器
、
ス
コ
ッ
プ
な
ど
は
各

自
ご
用
意
く
だ
さ
い
（
個
人
等
小
口
利
用

者
向
け
）
▼
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
で
の
大
口
の

お
持
ち
帰
り
は
、
農
家
等
大
口
利
用
者
向

け
の
配
布
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
▼
引
取
り

用
車
両
は
、
荷
台
を
コ
ン
パ
ネ
等
で
か
さ

上
げ
し
、
必
ず
シ
ー
ト
を
掛
け
運
搬
中
の

飛
散
・
落
下
を
防
止
し
て
く
だ
さ
い
▼
第

三
者
へ
の
販
売
目
的
で
の
利
用
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
▼
荒
天
に
よ
り
、
配
布
を
中
止

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
開
催
の
有
無

は
、
①
は
前
述
配
布
場
所
に
、
②
は
ク
リ

ー
ン
長
谷
山
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

町
豊
か
な
心
づ

く
り
推
進
協
議
会

で
は
、
９
月
25
日

㈰
を
「
町
内
一
斉

清
掃
の
日
」
と
定
め
、
清
掃
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

自
治
会
内
や
そ
の
周
辺
な
ど
で
集
め
ら

れ
た
空
き
缶
や
紙
く
ず
な
ど
の
ご
み
は
、

無
色
透
明
ま
た
は
白
色
半
透
明
（
新
聞
紙

の
活
字
が
読
め
る
程
度
）
の
ご
み
袋
に
入

れ
、
役
場
敷
地
内
に
設
置
し
た
コ
ン
テ
ナ

へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。
搬
入
時
間
は
、

　

交
換
作
業
は
、

町
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者

が
行
い
、
ご
不

在
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
交
換
後
は
、
一
時
的
に
水
が
濁
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず
水
道
メ
ー
タ

ー
近
く
の
散
水
栓
や
蛇
口
か
ら
、
し
ば
ら

く
水
を
流
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
に
な
っ
て
い
る
ご
家
庭
や

事
業
所
に
は
、
お
知
ら
せ
ハ
ガ
キ
を
送
付

し
ま
す
。
交
換
作
業
中
は
水
道
が
使
え
ま

せ
ん
の
で
、
都
合
の
悪
い
日
が
あ
る
と
き

は
、
事
前
に
上
下
水
道
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

�
問
合
せ
／
上
下
水
道
課

午
前
9
時
か
ら
正
午
ま
で
で
す
。

　

な
お
、
家
具
な
ど
の
大
型
ご
み
や
家
電

リ
サ
イ
ク
ル
品
、
パ
ソ
コ
ン
、
農
業
用
機

械
器
具
、
ビ
ニ
ー
ル
シ
ー
ト
類
、
タ
イ

ヤ
、
バ
ッ
テ
リ
ー
、
バ
イ
ク
、
剪せ

ん

定
枝
な

ど
の
ほ
か
、
家
庭
ご
み
は
搬
入
で
き
ず
、

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
く
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。�

問
合
せ
／
環
境
保
全
課

水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換

　

町
で
は
、
検
定
期
間
満
了
を
迎
え
る
水

道
メ
ー
タ
ー
を
、
10
月
1
日
㈯
～
10
月
31

日
㈪
ま
で
の
間
に
交
換
し
ま
す
。

農
地
の
貸
し
借
り
は

正
規
の
手
続
き
で

　

農
地
の
貸
し

借
り
に
つ
い
て
、

正
規
の
手
続
き

を
し
な
い
と
、

「
賃
借
権
の
時

効
取
得
」
に
よ

っ
て
農
地
が
戻
っ
て
こ
な
い
な
ど
ト

ラ
ブ
ル
の
発
生
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
に
な
ら
な
い
よ

う
に
、
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法

に
基
づ
く
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
法
令
に
基
づ
く
貸
借
（
農
地

の
利
用
権
設
定
）
は
、
契
約
期
間
が

終
了
す
れ
ば
、
地
主
に
農
地
を
返
還

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
と
な
っ

て
お
り
、
貸
し
た
農
地
が
戻
っ
て
こ

な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

詳
し
い
手
続
き
方
法
等
に
つ
い
て
は

農
業
委
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
贈
与
税
ま
た
は
相
続
税
の

納
税
猶
予
制
度
の
適
用
を
受
け
て
い

る
農
地
の
貸
し
借
り
に
つ
い
て
は
、

納
税
猶
予
が
打
ち
切
ら
れ
た
り
、「
20

年
営
農
継
続
」
の
免
除
事
由
の
変
更

等
が
な
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
が
必
要
で
す
。
貸
し
借
り
を

す
る
前
に
一
度
農
業
委
員
会
事
務
局

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

�

問
合
せ
／
町
農
業
委
員
会
事
務
局

�

（
産
業
課
内
）

さ
わ
や
か
ク
リ
ー
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
２
０
１
６

�

9
月
25
日
㈰
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９月のごみ・し尿収集日環境保全のコーナー

燃やすごみ
月・木 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間、田井、荒見、下津屋、

下津屋サンハイツ、島田、東島田、森、坊之池、野村、村東

火・金
松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、栄1・2丁目、栄 3・4丁目、ハ
イツ西宇治、清水、林、西武西林、ミサワ林、大橋辺、北川顔、藤和田、
近協パレス、中島、西一口、東一口、相島、下津屋団地、東佐山団地、久
御山団地（17棟～29 棟前のごみ集積所）

水・金 久御山団地（3 棟〜 5 棟、7 棟、10 棟〜14 棟、34 棟〜 41棟、43 棟〜
44 棟前のごみ集積所）

燃やさないごみ
月 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、

中島、西一口、東一口、相島
火 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

水 東佐山団地、久御山団地

木 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

金 田井、荒見、下津屋、下津屋サンハイツ、下津屋団地、島田、東島田、坊之池、
森、野村、村東

プラマーク製品
月 栄 1・2丁目、栄 3・4丁目、清水、ハイツ西宇治、林、西武西林、ミサワ林

火 島田、東島田、坊之池、森、野村、村東、田井、荒見、下津屋、下津屋団地、
下津屋サンハイツ

水 東佐山団地、久御山団地

木 松陽台、サンタウン佐山、佐山サンハイツ、大橋辺、北川顔、藤和田、近協パレス、
中島、西一口、東一口、相島

金 佐古、新開地、佐山、籾池、双栗、市田、鈴間

使用済み天ぷら油

14日（第 2 水曜日）

※�指定の場所に、油の入っていた
容器等に入れて出してください。
　なお、役場庁舎南側の塵芥収
集車車庫内に、平日の午前８時
30分～午後5時15分まで、回収
場所を常設しています。

リ
サ
イ
ク
ル
ご
み

ペットボトル・紙パック
  7日（第1水曜日）
21日（第3水曜日）
缶・ビン

14日（第2水曜日）
28日（第4水曜日）

＊�ペットボトルのキャップとラベルは、
はずして「プラマーク製品」として
出してください。

8月1日現在  久御山町の人口  16,279人（男8,075人、女8,204人）　世帯数6,885

町公共機関電話番号等

課別ダイヤルイン等
総 務 課 ☎ 631-9991/45-3922

somu@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

子育て支援課 ☎ 631-9904/45-3905
kosodate@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

075（632）5933

税 務 課 ☎ 631-9926/45-3908
zeimu@town.kumiyama.lg.jp

環境保全課 ☎ 631-9917/45-3907
kankyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

行財政課 ☎ 631-9992/45-3924
gyozai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

国保健康課 ☎ 631-9913/45-3906
kokuho@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

住民福祉課 ☎ 631-9902/45-3902
jumin@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5933

都市整備課 ☎ 631-9961/45-3912
toshi@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

産 業 課 ☎ 631-9964/45-3914
sangyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6149

議会事務局 ☎ 631-9996/45-0105
gikai@town.kumiyama.lg.jp
075（632）3000

075（631）6129

学校教育課 ☎ 631-9974/45-3917
gakkyo@town.kumiyama.lg.jp

消防本部 ☎ 631-1515
shobo@town.kumiyama.lg.jp
075（632）5382

上下水道課 ☎ 631-9987/45-3919
suido@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）0086

会 計 課 ☎ 631-9932/45-3909
kaikei@town.kumiyama.lg.jp
075（632）1899

社会教育課 ☎ 631-9980/45-3918
shakyo@town.kumiyama.lg.jp
075（631）6129

図 書 館 ☎ 0774（45）0003
toshokan@town.kumiyama.lg.jp
0774（46）5690

久御山町役場（代表）　　　　☎ 075（631）6111/0774（45）0001　　075（632）1899

まちの駅クロスピアくみやま

健康センター いきいきホール

ふれあい交流館 ゆうホール

子育て支援センター あいあいホール

体育協会（総合体育館内）

総合体育館

老人福祉センター 荒見苑

社会福祉協議会

中央公民館

御牧保育所
佐山保育所
宮ノ後保育所
御牧幼稚園
佐山幼稚園
東角幼稚園

☎ 075（632）2300　　075（632）2001

☎ 0774（41）3466　　0774（44）1199

☎ 0774（44）2205　　0774（44）2203

☎ 0774（45）0002　　0774（46）5610

☎ 0774（41）2263　　0774（41）2283

☎ 0774（44）3700　　0774（44）2203

☎ 0774（44）3405　　0774（44）7801

☎ 075（631）0022　　075（632）3001

☎ 075（631）1000　　075（632）0031
☎・　 075（631）2475
☎・　 0774（43）2970
☎・　 0774（43）4906
☎・　 075（631）4531
☎・　 0774（43）8644
☎・　 0774（44）4966
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エネルギー	 31キロカロリー／１人分
塩分	 0.3 グラム

　マスタードの風味(辛みと酸味)を活かす
ことで、塩分を減らすことができます。

国保健康課

vol.212  なすとオクラの辛子和え

作り方

●材料（4人分）

ヘルシークッキング

なす��������������� ２本(200g)
オクラ��������������６本(60g)
鶏ささみ(小)���１本(40g)
酒�������������������������小さじ２

粒マスタード����小さじ１
しょうゆ����小さじ１と1/3
酢�������������������������小さじ１

①�なすは大きめの乱切り
にして水にさらしてから
耐熱皿に乗せ、ラップを
して約3分電子レンジに
かける。オクラは茹でて
2～3㎝の斜め切りにす
る。

②�鶏ささみは皿にのせて

酒をふってからラップを
し、約4〜5分電子レン
ジにかける。

③�ボウルに調味料Ａを合わ
せ、「①」のなすとオクラ
「②」の鶏ささみを入れ
て和える。
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ゴ
ム
銃
で
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
伝
え
た
い

　
池
乃
大
さ
ん
（
林
・
42
歳
）

Vol.3

連
射
で
き
る
ゴ
ム
銃
、
収
納
タ

ン
ス
付
き
ゴ
ム
銃
、
ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
付
き
ゴ
ム
銃
、
ス
マ
ホ
で
遠

隔
操
作
で
き
る
ゴ
ム
銃
な
ど
色
々

な
仕
掛
け
を
駆
使
し
た
ゴ
ム
銃
を

手
作
り
し
て
い
る
池
乃
さ
ん
。

副
業
で
似
顔
絵
や
イ
ラ
ス
ト
を

描
い
て
い
た
４
年
前
、
坂
本
龍
馬

の
銃
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
こ
と
に

な
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
た
と
こ
ろ
、

坂
本
龍
馬
の
銃
に
似
せ
て
作
ら
れ
た
ゴ
ム
銃
を
発

見
。
ほ
か
に
も
様
々
な
種
類
の
ゴ
ム
銃
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
ゴ
ム
銃
の
世
界
に
は
ま
っ
て
い
っ
た

そ
う
で
す
。

ゴ
ム
銃
は
、
２
日
程
か
け
て
パ
ソ
コ
ン
で
設
計

し
た
後
、
２
時
間
の
レ
ー
ザ
ー
加
工
で
出
来
上
が

る
と
の
こ
と
。「
ほ
と
ん
ど
の
人
は
射
撃
で
点
数

を
取
れ
る
ゴ
ム
銃
を
作
る
が
、
私
は
色
々
な
仕
掛

け
（
ギ
ミ
ッ
ク
）
が
面
白
い
の
で
、
変
わ
っ
た
ゴ

ム
銃
ば
か
り
作
っ
て
い
る
」
と
話
し
、
こ
れ
ま
で

に
約
20
種
類
の
ゴ
ム
銃
を
作
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

出
来
上
が
っ
た
作
品
は
写
真
を
ネ
ッ
ト
に
掲
載
し

て
お
り
、
時
に
は
海
外
か
ら
の
反
響
も
あ
り
ま

す
。池

乃
さ
ん
は
全
国
で
３
，１
４
９
人
の
会
員
が

集
ま
る
日
本
ゴ
ム
銃
協
会
の
久
御
山
町
支
部
長
を

人くみ
 やま

務
め
、
地
元
に
ゴ
ム
銃
を
普
及
さ
せ
よ
う
と
、

町
民
文
化
祭
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た

り
、
小
学
校
で
教
室
を
開
く
な
ど
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。
ゴ
ム
銃
は
簡
単
な
も
の
か
ら
複
雑
な

も
の
ま
で
あ
り
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
こ
と
が
魅
力
。「
子
ど
も
た
ち
に
ゴ
ム
銃

を
通
し
て
、
も
の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
伝
え
た

い
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
久
御
山
町
は
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
で
多
く

の
企
業
が
あ
り
、
多
く
の
外
国
人
が
働
い
て
い

る
。
そ
う
い
う
人
に
も
ゴ
ム
銃
を
通
し
て
、
も

の
づ
く
り
の
面
白
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と

夢
が
膨
ら
み
、
４
年
程
前
か
ら
中
国
語
も
勉
強

中
と
の
こ
と
。
久
御
山
町
で
の
交
流
を
き
っ
か

け
に
、
日
本
の
も
の
づ
く
り
を
地
元
か
ら
徐
々

に
世
界
に
広
げ
て
い
け
た
ら
と
、
活
動
を
続
け

て
お
ら
れ
ま
す
。

▲�様々な手作りのゴム銃と、ものづくり
への思いを話してくれた池乃さん
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